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本マニュアルについて 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

1	 本マニュアルについて 
これらの操作説明書では、デバイスの全ライフサイクルについて説明します。これらの操作説明書は、すべての使
用者と新しい所有者が利用することのできる、安全な場所に保管してください。

本マニュアルは、安全に関する重要な情報を含んでいます。 
これらの説明に従わないと、危険な状況につながるおそれがあります。各章の説明 基本安全情報 および 用途
に注意を払ってください。 

▶▶デバイスのバージョンにかかわりなく、これらの操作説明書を読み、理解する必要があります。 

1.1	 使用する記号 

危険 

差し迫った危険を警告します。 
▶▶この警告を無視すると、死亡または深刻な怪我につながる可能性があります。 

警告 

潜在的に危険な状況を警告します。 
▶▶この警告を無視すると、深刻な怪我または死亡につながる可能性があります。 

用心 

潜在的なリスクを警告します。 
▶▶この警告を無視すると、重傷または軽傷につながる可能性があります。 

注意 
器物の損傷を警告します。 

追加の情報、アドバイス、または重要な推奨を示します。 

これらの操作説明書、またはその他の文書に記載された情報をご参照ください。 

▶▶危険や警告、潜在的なリスクを回避するために従うべき指示を示します。

→→ 実行するべき手順を示します。

 特定の指示の結果を示します。

英語
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1.2	  「デバイス」の語の定義 
これらの操作説明書では「デバイス」の語は、以下のものを意味します。 

•	 流量計 タイプ8025小型バージョン、 

•	 流量発信機 タイプ8025パネルバージョン、 

•	 流量発信機 タイプ8025壁取り付けバージョン、 

•	 流量計 タイプ8035、または 

•	 流量発信機 タイプSE35。 

2	 用途 

説明書に従わずにデバイスを使用すると、設置場所付近の人 と々環境にとってのリスクとなります。 
センサーフィッティングと関連づけられた流量計 タイプ8025小型バージョン、流量計 タイプ8035、および流量
発信機 タイプSE35は、液体の流量を測定し、液体量の合計を知ることを目的としています。 

流量発信機タイプ SE35は、センサーフィッティングタイプS030、S070、またはS077に取りつける必要があります。 

流量発信機タイプ8025パネルバージョン、または壁取り付けバージョンは、以下のものに接続する必要のある
発信機です。 

-- サイナスまたはパルス出力のある8020流量センサー (「低出力」バージョンのみ)、 
-- サイナスまたはパルス出力のある8030流量センサー (「低出力」バージョンのみ)、 
▶▶このデバイスは、契約文書および操作指示で指定された、特徴、保証運転、使用条件を遵守しながら使用して
ください。 
▶▶このデバイスをセキュリティ用途に使用しないでください。
▶▶このデバイスを電磁干渉、紫外線から保護してください。また、野外に設置する際には、気候条件の効果から
保護してください。 
▶▶デバイスは、完璧な操作手順でのみ操作してください。 
▶▶デバイスの安全で適切な操作には、適切な輸送、保管、設置、および入念な操作とメンテナンスが必要です。 
▶▶デバイスは、用途のためにのみ使用してください。 

英語
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3	 基本安全情報
この安全情報は、設置、使用、製品のメンテナンス中に発生する可能性のある偶然または事故を考慮に入れません。 

操作会社は、現地の安全規則および人員の安全性に責任を負います。

電圧に起因する危険。 
▶▶ 12…36 V DC 電力バージョンが湿度の高い場所、または野外に設置された場合、最大電圧は35 V DCにする
必要があります。 

▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶流量発信機8025の壁取り付け、またはパネルバージョンに接続されたすべての器機は、IEC スタンダード 61010-
1:2010に従って、コンセントから二重に遮断する必要があります。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

設置の高圧に起因する怪我のリスク。 
▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、圧力をなくし、パイプを配水してください。 

液体の高温に起因する怪我のリスク。 
▶▶デバイスを扱う際は保護手袋を着用してください。 

▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、パイプを配水してください。 

液体の性質に起因する怪我のリスク。 
▶▶危険性のある液体を使用する際の事故防止および安全性のための一般的な規則を守ってください。 

様々な危険な状況 
怪我を避けるために、以下のことに注意してください。 
▶▶爆発性の環境でデバイスを使用しない。 
▶▶構成材料と適合しない環境でデバイスを使用しない。 
▶▶デバイスに機械負荷をかけない。 
▶▶デバイスにいかなる変更も施さない。 
▶▶意図しない電源供給を防ぐ。 
▶▶設置とメンテナンスは、資格と技量のある人員が適切な道具を使用して行う。 
▶▶電源供給に支障があった後では、明確でコントロールされた再起動プロセスを確実に行う。 
▶▶デバイスの使用は、完璧な操作手順で、操作説明書に記載された指示を遵守しながら行う。 
▶▶設置およびデバイスの使用時には、一般的な技術的規則を遵守する。 

英語
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注意 
デバイスはと接する液体によって損傷を受けます。 
▶▶デバイスの構成材料と、デバイスと接する可能性のある液体とのあいだの化学的適合性を組織的に確認して
ください (例：アルコール、強酸または濃酸、アルデヒド、アルカリ化合物、エステル、脂肪族化合物、ケトン、ハ
ロゲン化芳香族化合物または炭化水素、酸化剤、および塩素化剤)。 

注意 
成分/部品は放電の影響を受けやすいです 
このデバイスは、放電の影響を受けやすい電気部品を含みます。これらは、帯電した人物または物質に触れると損
傷する場合があります。最悪の場合、これらの部品が即座に破壊されるか、起動すると分解するようになります。 

▶▶放電に起因するすべての損傷を最小化するか、避けるには、EN 61340-5-1に記されたすべての注意事項をお
守りください。 

▶▶また使用中の電機部品に触れないようにしてください。 

4	 全般的情報 

4.1	 メーカーの住所と国際的な連絡先 
デバイスのメーカーへのお問い合わせは、以下の連絡先までお願いします： 

Bürkert SAS 

Rue du Giessen 

BP 21 

F-67220 TRIEMBACH-AU-VAL 

また、現地にあるBürkertの営業オフィスにもお問い合わせいただけます。 

当社の国際営業オフィスの連絡先は、インターネット上でご覧いただけます：www.burkert.com 

4.2	 保証条件 
法的保証の条件は、この操作説明書に記載された操作条件を遵守してデバイスを使用することです。 

4.3	 インターネット上の情報 
タイプ8025、8035、およびSE35に関する操作説明書と技術的データシートをご覧いただけます。	
www.burkert.com 

英語
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概要 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

5	 概要 
バージョンに応じて、12…36 V DC、または115/230 V ACの電源供給が必要です。 

電源接続は、オス固定コネクタを通じて、電源盤のターミナルブロックで可能です。直接的に、または2個あるいは
3個のケーブルグラントを通じて行います。 

5.1	 流量計8025コンパクトバージョンの構成 
流量計8025コンパクトバージョンは以下のものから構成されます： 

A

B

A：外輪流量センサー、回転でパルスを発生させます。 

流れにより回転し、パドルの翼に埋め込まれた4個の永久磁石がパルス
を発生させます。頻度は液体の流速に依存します。各パイプに固有の変
換係数 (材質および直径) は、測定に関連する流量を確立するために必
要です。

リットルごとのパルスで表現された変換係数 (K因子) は、使用している
S020フィッティングの操作説明書に記されています。以下でご覧いただ
けます。	
www.burkert.com 

B：ディスプレイおよび2個のケーブルグラント付き流量発信機 

5.2	 流量発信機8025パネルバージョンの構成 

8025パネルバージョンはディスプレイ付きの流量発信機です 

5.3	 流量発信機8025壁取り付けバージョンの構成 

8025壁取り付けバージョンはディスプレイと3個のケーブルグランド付きの流量発信機です 

英語
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概要 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

5.4	 流量発信機SE35の構成 

SE35はディスプレイおよび2個のケーブルグラント付き流量発信機です 

5.5	 流量計8035の構成 
流量8035は以下のものから成ります： 

A

B

A：外輪流量センサー付きS030センサーフィッティング。 

流れにより回転し、パドルの翼に埋め込まれた4個の永久磁石がパルス
を発生させます。頻度は液体の流速に依存します。各パイプに固有の変
換係数 (材質および直径) は、測定に関連する流量を確立するために必
要です。 

リットルごとのパルスで表現された変換係数 (K因子) は、使用している
S030センサーフィッティングの操作説明書に記されています。以下でご
覧いただけます。	
www.burkert.com 

B：流量発信機SE35 (参照チャプター5.4) 

英語
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概要 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

5.6	 センサーフィッティングS070またはS077付き流量発信機SE35の構成 

B

A

S070

S077

A：楕円ギア式流量センサー付きS070またはS077センサーフ
ィッティング。 

 
流れにより回転し、楕円ギアに埋め込まれた永久磁石がパル
スを発生させます。頻度は液体の量に依存します。各パイプに
固有の変換係数 (材質および直径) は、測定に関連する流量を
確立するために必要です。 

リットルごとのパルスで表現された変換係数 (K因子) は、使用し
ているS070またはS077センサーフィッティングの操作説明書に
記されています。以下でご覧いただけます。	
www.burkert.com 

B：流量発信機SE35 (参照チャプター5.4) 

5.7	 ネームプレートの概要 

 

FLOW SE35/8035 HALL  SUPPLY: 12-36V ... 70 mA
Output: 1x4-20mA      IP65  
2xRel: 30V     and 42V peak or 60V ... max. 
     
S/N 11 026

00552726           W44MG

M
ad

e 
in

 F
ra

nc
e

1 2

67910

4

8

3

5

1.	 測定数とデバイスのタイプ 

2.	 センサーのタイプ 

3.	 電流出の特徴 

4.	 電源供給と電力消費の最大値 

5.	 デバイスの保護クラス 

6.	 メーカーコード 

7.	 適合性ロゴ 

8.	 リレー出力の仕様 

9.	 シリアルナンバー 

10.	 注文コード 

図 1:	 デバイスのネームプレート (例) 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

6	 技術的データ 

6.1	 流量計8025コンパクトバージョンの技術的データ

6.1.1	 8025コンパクトバージョンの使用条件 

周囲の温度 
•	 12…36 V DC バージョン •	 -10…+60°C 
•	 115/230 V AC バージョン •	 -10…+50°C 
•	 UL および CSA バージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80%、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、	

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグランド
締め式カバーの蓋、またはプラグインおよびねじ留め式
メスコネクタ (バージョンにより異なります) 

汚染レベル EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.1.2	 8025コンパクトバージョンのスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます (該当
する場合)。 

•	 圧力機器指令2014/68/EU、4§1項	
デバイスは、以下の場合にのみご使用いただけます (最大圧力、パイプと液体のEDに依存)。 

液体の種類 条件 
液体グループ 1, art.4 §1.c.i DN ≤ 25 

液体グループ 2, art.4 §1.c.i 
DN ≤ 32 

または PNxDN ≤ 1000 

液体グループ 1, art.4 §1.c.ii 
DN ≤ 25 

または PNxDN ≤ 2000 

液体グループ 2, art.4 §1.c.ii 

DN ≤ 200 

または PN ≤ 10 

または PNxDN ≤ 5000

英語
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げたデバイスは、UL-証明を受けたデバイスであり、以下のスタンダードを遵守
しています： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイス 
の特定 

証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.1.3	 8025コンパクトバージョンの液体データ 

液体の種類 中性、または弱強性の液体 
液体の粘度 最大 300 cSt 
固形粒子率 最大 1% 
液体の温度 液体の温度は液体の圧力およびS020の材料によって制約

されます(参照 図 2) 
•	 PVC製S020フィッティング付き •	 0…+50°C 
•	 PP製S020フィッティング付き •	 0…+80°C 
•	 ＰＶＤＦ製、ステンレス製、または真鍮製S020フ
ィッティング付き 

•	 -15…+80°C 

液体の圧力 PN10最大	
液体の圧力は液体の温度およびS020の材料によって制約
されます(参照 図 2) 

流量測定 
•	 測定範囲
-- パルス出力付きセンサー (ホール) -- 0,3…10 m/s 
-- サイナス出力付きセンサー (コイル) -- 0,5…10 m/s 

•	 測定偏差 
-- S020フィッティングの標準的なK因子の場合 -- 測定値の±2.5%1)  

-- ティーチインの手順で決定されたK因子の場
合 

-- 測定値の±1%1) (ティーチインの手順で示された値) 

•	 直線性 •	 フルスケールの±0,5% (10 m/s) 
•	 反復率 •	 測定値の±0,4%1) 
1) 以下の参照条件に従って決定されます：中 = 水、水および周囲の温度20°C、最小の上流および下流距離を考慮、適切なパイプ寸法 

英語
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

10

9

8

7

6
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4

3

2

1

0
-15 0 +20 +40 +60

PVDF

PVDF (PN10)

PVC (PN10)

PP (PN10)

PVC + PP

11
P (bar)

T (°C)+80

A

金属

A：使用範囲

図 2:	 8025コンパクトバージョンの液体温度/圧力の依存カーブ、S020の材料依存 

6.1.4	 8025コンパクトバージョンの材料データ 

部品 材料 
 ハウジング/カバー、蓋、ナット PC 
フロントフォイル ポリエステル 
ねじ ステンレス 
オス固定コネクタまたはケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 
接液部 
•	 センサーホルダ/外輪 •	 PVDF製 
•	 外輪の軸とベアリング •	 セラミック 
•	 シール •	 FKM (オプションでEPDM) 
•	 フィッティングS020 •	 フィッティングの操作説明書参照 

6.1.5	 8025コンパクトバージョンの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで流量計タイプ8025コンパクトバージョンに関連する技術的データシートをご覧くださ
い： www.burkert.com 

6.1.6	 8025コンパクトバージョンの電気データ 

12…36 V DC 電源供給 •	 フィルタおよび調整済み 

•	 SELV 回路(安全性外部低電圧)、安全な電力レベル 

•	 振動率：±10% 
12..36 V Dcで供給されるバージョンの電源 (非付属) 	
電源 

•	 EN 61010-1スタンどーど§9.4 項準拠の限定された
電源 

•	 またはUL 1310/1585およびEN 60950-1スタンダー
ド準拠のクラス2電源 

英語
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

115/230 V AC 電源供給 
•	 周波数 •	 50/60 Hz 
•	 供給電圧 •	 27 V DC、調整 
•	 最大電流 •	 125 mA 
•	 内蔵保護 •	 125 mA 遅延フューズ
•	 電源 •	 3 VA 
最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC、リレーなし 

25 mA 

最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC、リレー付き 

70 mA 

最大電流消費  
バージョン 115/230 V AC 

125 mA、27 V DCの最大 

パルス出力 (トランジスタ) 分極化、ポテンシャルフリー 
•	 タイプ •	 NPN/PNP (ワイヤ依存) 
•	 関数 •	 パルス出力、パルス値調整可能 
•	 周波数 (f) •	 2,5…400 Hz 
•	 電気データ •	 5…36 V DC、100 mA最大	

100 mAにおける電圧降下2,5 V DC 
•	 デューティ比 •	 0,5 
•	 保護 •	 電気絶縁。過電圧、極性逆転、漏電に対する保護 

リレー出力 
•	 操作中 •	 ヒステレシス、調整可能なしきい値、通常時オープン 
•	 負荷の電気データ 	
(非UL認識デバイス) 

•	 230 V AC/3 A または 	
40 V DC/3 A (耐久負荷) 

•	 負荷の電気データ 	
(UL認識デバイス) 

•	 max. 30 V AC および 42 V ピーク/3 A または 	
max. 60 V DC/1 A

接液部でのリレー出力を使用する際は、以下の危険安
全性に関する指示を守ってください。

電流出力 4…20 mA、シンキングまたはソーシングモード (ワイ
ヤ依存) 

•	 精度 •	 ± 1% 
•	 応答時間 (10% から 90%) •	 6 s (デフォルト) 
•	 最大ループインピーダンス 12…36 V DC バージョン •	 900 W (30 V DCの場合)、600 W (24 V DCの場合)

、50 W (12 V DCの場合) 
•	 最大ループインピーダンス 115/230 V AC バージョン •	 800 W 
•	 ワイヤリング、リレーなしバージョン •	 2ワイヤ 
•	 ワイヤリング、リレーありバージョン •	 3ワイヤ 
極性逆転に対する保護 有 

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合：

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。

英語
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

6.2	 流量発信機8025パネルバージョンの技術的データ 
以下の技術的データは、Bürkert流量センサー8020、8030、またはSE30に「低電力」バージョンでのみ接続された、
流量発信機8025パネルバージョンに関するものです。 

6.2.1	 8025パネルバージョンの使用条件 

周囲の温度 
•	 非ULバージョン •	 -10…+60°C 
•	 ULバージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80%、凝縮なし 
EN 60529の保護レート 
•	 フロントパーツ •	 IP65、設置完了済みおよびクローズド筐体 
•	 非フロントパーツ •	 IP20、クローズド筐体内 
汚染レベル EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.2.2	 8025パネルバージョンのスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます 	
(該当する場合)。 

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げたデバイスは、UL-証明を受けたデバイスであり、以下のスタンダードを遵守
しています： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイス 
の特定 

証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.2.3	 8025パネルバージョンの材料データ 

部品 材料 
ハウジング/カバー PC 
フロントフォイル ポリエステル 
ねじ (4) ステンレス 
ケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 

英語
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

6.2.4	 8025パネルバージョンの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで流量発信機タイプ8025パネルバージョンに関連する技術的データシートをご覧くださ
い：www.burkert.com 

6.2.5	 8025パネルバージョンの電気データ 

12…36 V DC 電源供給 •	 フィルタおよび調整済み 

•	 SELV 回路(安全性外部低電圧)、安全な電力レベル 

•	 振動率：±10% 
12..36 V Dcで供給されるバージョンの電源 (非付属) 	
電源 

•	 EN 61010-1スタンどーど§9.4 項準拠の限定された
電源 

•	 またはUL 1310/1585およびEN 60950-1スタンダー
ド準拠のクラス2電源 

最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC、リレーなし 

25 mA 

最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC、リレー付き 

70 mA 

パルス出力 (トランジスタ) 分極化、ポテンシャルフリー 
•	 タイプ •	 NPN/PNP (ワイヤ依存) 
•	 関数 •	 パルス出力、パルス値調整可能 
•	 周波数 (f) •	 2,5…400 Hz 
•	 電気データ •	 5…36 V DC、100 mA最大	

100 mAにおける電圧降下2,5 V DC 
•	 デューティ比 •	 0,5 
•	 保護 •	 電気絶縁。過電圧、極性逆転、漏電に対する保護 

リレー出力 
•	 操作中 •	 ヒステレシス、調整可能なしきい値、通常時オープン 
•	 負荷の電気データ 	
(非UL認識デバイス) 

•	 230 V AC/3 A または 	
40 V DC/3 A (耐久負荷) 

•	 負荷の電気データ 	
(UL認識デバイス) 

•	 max. 30 V AC および 42 V ピーク/3 A または 	
max. 60 V DC/1 A

接液部でのリレー出力を使用する際は、以下の危険安
全性に関する指示を守ってください。

電流出力 4…20 mA、シンキングまたはソーシングモード 	
(ワイヤ依存) 

•	 精度 •	 ± 1% 
•	 応答時間 (10% から 90%) •	 6 s (デフォルト) 
•	 最大ループインピーダンス 12…36 V DC バージョン •	 900 W (30 V DCの場合)、600 W (24 V DCの場合)

、50 W (12 V DCの場合) 
•	 ワイヤリング、リレーなしバージョン •	 2ワイヤ 
•	 ワイヤリング、リレーありバージョン •	 3ワイヤ 
極性逆転に対する保護 有 

英語
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合：

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。

6.2.6	 8025パネルバージョンに接続された流量センサーの仕様 

センサー入力 
•	 シグナル周波数 •	 2,5…400 Hz 
•	 パルスシグナル 	
(ホール) 

•	 NPN、オープンコネクタ 

•	 サイナスシグナル 	
(コイル) 

•	 252 Hz時の35 mVピークピーク値の通常の感度 

センサー出力 
•	 電源供給 •	 10…34 V DC (V+ マイナス 2 V DC)、1 mA 最大  

6.3	 流量発信機8025壁取り付けバージョンの技術的データ 
以下の技術的データは、Bürkert流量センサー8020、8030、またはSE30に「低電力」バージョンでのみ接続された、
流量発信機8025壁取り付けバージョンに関するものです。 

6.3.1	 8025壁取り付けバージョンの使用条件 

周囲の温度 -10…+60°C 
空気の湿度 < 80%、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、	

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグランド締
めカバー蓋 

汚染レベル EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.3.2	 8025壁取り付けバージョンのスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます 	
(該当する場合)。 

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げたデバイスは、UL-証明を受けたデバイスであり、以下のスタンダードを遵守
しています： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

デバイス 
の特定 

証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.3.3	 8025壁取り付けバージョンの材料データ 

部品 材料 
ハウジング、カバー ABS 
フロントフォイル ポリエステル 
ねじ (4) ステンレス 
ケーブルグランド/ケーブルクリップ PA 
識別ラベル ポリエステル 

6.3.4	 8025壁取り付けバージョンの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで流量発信機タイプ8025壁取り付けバージョンに関連する技術的データシートをご覧くだ
さい：www.burkert.com 

6.3.5	 8025壁取り付けバージョンの電気データ 

12…36 V DC 電源供給 •	 フィルタおよび調整済み 

•	 SELV 回路(安全性外部低電圧)、安全な電力レベル 

•	 振動率：±10% 
12..36 V Dcで供給されるバージョンの電源 (非付属) 	
電源 

•	 EN 61010-1スタンどーど§9.4 項準拠の限定された
電源 

•	 またはUL 1310/1585およびEN 60950-1スタンダー
ド準拠のクラス2電源 

115/230 V AC 電源供給 
•	 周波数 •	 50/60 Hz 
•	 供給電圧 •	 27 V DC、調整 
•	 最大電流 •	 250 mA 
•	 内蔵保護 •	 250 mA 遅延フューズ 
•	 電源 •	 6 VA 
最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC、リレーなし 

25 mA 

最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC、リレー付き 

70 mA 

最大電流消費  
バージョン 115/230 V AC 

250 mA、27 V DCの最大 

パルス出力 (トランジスタ) 分極化、ポテンシャルフリー 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

•	 タイプ •	 NPN/PNP (ワイヤ依存) 
•	 関数 •	 パルス出力、パルス値調整可能 
•	 周波数 (f) •	 2,5…400 Hz 
•	 電気データ •	 5…36 V DC、100 mA最大	

100 mAにおける電圧降下2,5 V DC 
•	 デューティ比 •	 0,5 
•	 保護 •	 電気絶縁。過電圧、極性逆転、漏電に対する保護 

リレー出力 
•	 操作中 •	 ヒステレシス、調整可能なしきい値、通常時オープン 
•	 負荷の電気データ 	
(非UL認識デバイス) 

•	 230 V AC/3 A または 	
40 V DC/3 A (耐久負荷) 

•	 負荷の電気データ 	
(UL認識デバイス) 

•	 max. 30 V AC および 42 V ピーク/3 A または 	
max. 60 V DC/1 A

接液部でのリレー出力を使用する際は、以下の危険安
全性に関する指示を守ってください。

電流出力 4…20 mA、シンキングまたはソーシングモード 	
(ワイヤ依存) 

•	 精度 •	 ± 1% 
•	 応答時間 (10% から 90%) •	 6 s (デフォルト) 
•	 最大ループインピーダンス 12…36 V DC バージョン •	 900 W (30 V DCの場合)、600 W (24 V DCの場合)、50 

W (12 V DCの場合) 
•	 最大ループインピーダンス 115/230 V AC バージョン •	 800 W 
•	 ワイヤリング、リレーなしバージョン •	 2ワイヤ 
•	 ワイヤリング、リレーありバージョン •	 3ワイヤ 
極性逆転に対する保護 有 

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合：

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

6.3.6	 8025壁取り付けバージョンに接続された流量センサーの仕様 

センサー入力 
•	 シグナル周波数 •	 2,5…400 Hz 
•	 パルスシグナル 	
(ホール) 

•	 NPN、オープンコネクタ 

•	 サイナスシグナル 	
(コイル) 

•	 252 Hz時の35 mVピークピーク値の通常の感度 

センサー出力 
•	 電源供給 •	 10…34 V DC (V+ マイナス 2 V DC)、1 mA 最大  

6.4	 流量発信機SE35の技術的データ 

流量発信機SE35の技術的データは、使用するセンサーフィッティングに制約されます。 

▶▶接続しているフィッティングまたはセンサーフィッティングの操作説明書をご覧ください。 

6.4.1	 流量発信機SE35の使用条件 

周囲の温度 
•	 12…36 V DC バージョン •	 0…+60°C 
•	 115/230 V AC バージョン •	 0…+50°C 
•	 UL および CSA バージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80%、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、	

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグランド
締め式カバーの蓋、またはプラグインおよびねじ留め式
メスコネクタ (バージョンにより異なります)  

汚染レベル EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.4.2	 流量発信機SE35のスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます 	
(該当する場合)。 

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げたデバイスは、UL-証明を受けたデバイスであり、以下のスタンダードを遵守
しています： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイスの特定 証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 
UL-リスト PU02 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

6.4.3	 流量発信機SE35の材料データ 

部品 材料 
ハウジング/カバー/蓋/ナット PC 
フロントコイル/ねじ ポリエステル 
ねじ ステンレス 
オス固定コネクタまたはケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 

6.4.4	 流量発信機SE35の寸法 

→→ 以下のウェブサイトで流量発信機SE35に関連する技術的データシートをご覧ください：www.burkert.com 

6.4.5	 流量発信機SE35電気データ 

12…36 V DC 電源供給 •	 フィルタおよび調整済み 

•	 SELV 回路(安全性外部低電圧)、安全な電力レベル 

•	 振動率：±10% 

12..36 V Dcで供給されるバージョンの電源 (非付属) 	
電源 

•	 EN 61010-1スタンどーど§9.4 項準拠の限定された
電源 

•	 またはUL 1310/1585およびEN 60950-1スタンダー
ド準拠のクラス2電源 

115/230 V AC 電源供給 
•	 周波数 •	 50/60 Hz 
•	 供給電圧 •	 27 V DC、調整 
•	 最大電流 •	 125 mA 
•	 内蔵保護 •	 125 mA 遅延フューズ
•	 電源 •	 3 VA 
最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC、リレーなし 

25 mA 

最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC、リレー付き 

70 mA 

最大電流消費  
バージョン 115/230 V AC 

125 mA、27 V DCの最大 

パルス出力 (トランジスタ) 分極化、ポテンシャルフリー 
•	 タイプ •	 NPN/PNP (ワイヤ依存) 
•	 関数 •	 パルス出力、パルス値調整可能 
•	 周波数 (f) •	 2,5…400 Hz 
•	 電気データ •	 5…36 V DC、100 mA最大	

100 mAにおける電圧降下2,5 V DC 
•	 デューティ比 •	 0,5 
•	 保護 •	 電気絶縁。過電圧、極性逆転、漏電に対する保護 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

リレー出力 
•	 操作中 •	 ヒステレシス、調整可能なしきい値、通常時オープン 
•	 負荷の電気データ 	
(非UL認識デバイス) 

•	 230 V AC/3 A または 	
40 V DC/3 A (耐久負荷) 

•	 負荷の電気データ 	
(UL認識デバイス) 

•	 max. 30 V AC および 42 V ピーク/3 A または 	
max. 60 V DC/1 A

接液部でのリレー出力を使用する際は、以下の危険安
全性に関する指示を守ってください。

電流出力 4…20 mA、シンキングまたはソーシングモード 	
(ワイヤ依存) 

•	 精度 •	 ± 1% 
•	 応答時間 (10% から 90%) •	 6 s (デフォルト) 
•	 最大ループインピーダンス 12…36 V DC バージョン •	 900 W (30 V DCの場合)、600 W (24 V DCの場合)

、50 W (12 V DCの場合) 
•	 最大ループインピーダンス 115/230 V AC バージョン •	 800 W 
•	 ワイヤリング、リレーなしバージョン •	 2ワイヤ 
•	 ワイヤリング、リレーありバージョン •	 3ワイヤ 
極性逆転に対する保護 有 

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合：

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。

6.5	 流量計8035の技術的データ 
流量計8035は、外輪流量センサーおよび流量発信機タイプSE35を含むS030センサーフィッティングから構成され
ます (参照チャプター5.5)。 

流量計8035の技術的データは、使用するS030センサーフィッティングに制約されます。 

▶▶接続しているセンサーフィッティングS030の操作説明書をご覧ください。 

6.5.1	 流量計8035の使用条件 

周囲の温度 
•	 12…36 V DC バージョン •	 0…+60°C 
•	 115/230 V AC バージョン •	 0…+50°C 
•	 UL および CSA バージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80%、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、	

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグラン
ド締め式カバーの蓋、またはプラグインおよびねじ留
め式メスコネクタ (バージョンにより異なります)  

汚染レベル EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

6.5.2	 流流量計8035のスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます 	
(該当する場合)。 

•	 圧力機器指令2014/68/EU、4§1項	
デバイスは、以下の場合にのみご使用いただけます (最大圧力、パイプと液体のEDに依存)。

液体の種類 条件 
液体グループ 1, art.4 §1.c.i DN ≤ 25 

液体グループ 2, art.4 §1.c.i 
DN ≤ 32 

または PNxDN ≤ 1000 

液体グループ 1, art.4 §1.c.ii 
DN ≤ 25 

または PNxDN ≤ 2000 

液体グループ 2, art.4 §1.c.ii 

DN ≤ 200 

または PN ≤ 10 

または PNxDN ≤ 5000

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げたデバイスは、UL-証明を受けたデバイスであり、以下のスタンダードを遵守
しています： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイス 
の特定 

証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.5.3	 流量計8035の液体データ 

液体の種類 中性、または弱強性の液体
液体の粘度 最大 300 cSt 
固形粒子率 最大 1% 
液体の温度 液体の温度は液体の圧力およびS030センサーフィッティン

グの材料によって制約されます(参照 図 3) 
•	 PVC製センサーフィッティングS030の場合 •	 0…+50°C 
•	 PP製センサーフィッティングS030の場合 •	 0…+80°C 
•	 ＰＶＤＦ製、ステンレス製、または真鍮製センサ
ーフィッティングS030の場合 

•	 -15…+100°C 

液体の圧力 液体の圧力は液体の温度およびS030センサーフィッティン
グの材料によって制約されます(参照 図 3) 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

•	 プラスチック製センサーフィッティングS030の場
合 

PN10 

•	 金属製センサーフィッティングS030の場合 PN16 (要望に応じてPN40)
流量測定 
•	 測定範囲 •	 0,3…10 m/s 
•	 測定偏差 
-- S030センサーフィッティングの標準的なK因
子の場合 

-- 測定値の±2.5%1)  

-- ティーチインの手順で決定されたK因子の場合 -- 測定値の±1%1) (ティーチインの手順で示された値) 

•	 直線性 •	 フルスケールの±0,5% (10 m/s) 
•	 反復率 •	 測定値の±0,4%1) 

1) 以下の参照条件に従って決定されます：中 = 水、水および周囲の温度20°C、最小の上流および下流距離を考慮、適切なパイプ寸法 

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
-30 -10 +10 +30 +50 +70 +90 +110

PVDF (PN10)

PVC (PN10)

PP (PN10)

PVC + PP

PVDF

16
15
14
13
12
11

AP (bar)

T °C

A

金属 

A：使用範囲 

図 3:	 流量計8035の液体温度/圧力の依存カーブ、S030の材料依存 

6.5.4	 流量計8035の材料データ 

部品 材料 
ハウジング/カバー/蓋/ナット PC 
フロントフォイル ポリエステル 
ねじ ステンレス 
オス固定コネクタまたはケーブルグ
ランド PA 

識別ラベル ポリエステル 
接液部 
•	 センサーフィッティングS030 •	 センサーフィッティングの操作説明書参照 

6.5.5	 流量計8035の寸法 

→→ 以下のウェブサイトで流量計8035に関連する技術的データシートをご覧ください：www.burkert.com 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

6.5.6	 流量計8035の電気データ 

→→ 以下のウェブサイトで流量発信機SE35に関連する電気データについては、次のチャプターをご覧くださ
い：6.4.5、ページ 25。 

6.6	 センサーフィッティングS070またはS077付き流量発信機SE35の技術的
データ 

センサーフィッティングS070またはS077と関連する流量発信機SE35の技術的データは使用するS070また
はS077センサーフィッティングにより制約されます。 

▶▶関連のセンサーフィッティングS070またはS077の操作説明書をご覧ください。 

6.6.1	 センサーフィッティングS070またはS077付きSE35の使用条件 

周囲の温度 
•	 S070付きSE35 •	 0…+60°C 
•	 S077付きSE35 •	 0…+50°C 
空気の湿度 < 80%、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、	

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグランド
締め式カバーの蓋、またはプラグインおよびねじ留め式
メスコネクタ (バージョンにより異なります) 

汚染レベル EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.6.2	 センサーフィッティングS070またはS077付きSE35のスタンダードおよび指令に対す
る適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます 	
(該当する場合)。 

•	 圧力機器指令2014/68/EU、4§1項	
デバイスは、以下の場合にのみご使用いただけます (最大圧力、パイプと液体のEDに依存)。

液体の種類 条件 
液体グループ 1, art.4 §1.c.i 禁止 

液体グループ 2, art.4 §1.c.i 
DN ≤ 32 

または PNxDN ≤ 1000 

液体グループ 1, art.4 §1.c.ii 
DN ≤ 25 

または PNxDN ≤ 2000 

液体グループ 2, art.4 §1.c.ii 

DN ≤ 200 

または PN ≤ 10 

または PNxDN ≤ 5000

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げたデバイスは、UL-証明を受けたデバイスであり、以下のスタンダードを遵守
しています： 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイス 
の特定 

証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.6.3	 センサーフィッティングS070またはS077付きSE35の液体データ 

液体の種類 接続しているセンサーフィッティングS070またはS077の操作説明
書をご覧ください 

液体の温度 液体の温度は液体の圧力およびS070またはS077センサーフィッ
ティングの材料によって制約されます 

•	 センサーフィッティングS070またはS077付属の操作説明書、お
よび関連の技術的データシートをご覧ください 

液体の圧力 液体の圧力は液体の温度およびS070またはS077センサーフィッ
ティングの材料によって制約されます 

•	 センサーフィッティングS070またはS077付属の操作説明書、お
よび関連の技術的データシートをご覧ください 

流量測定 
•	 測定範囲 
-- 粘度 > 5 mPa.s -- S070：2…1200 I/min 

-- S077：2…1200 I/min 
-- 粘度 < 5 mPa.s -- S070：3…616 I/min 

-- S077：3…616 I/min 
•	 測定偏差 
-- センサーフィッティングの標準的なK因
子の場合 

-- S070：測定値の±0,5%1) 
-- S077：測定値の±1%1) 

-- ティーチインの手順で決定されたK因
子の場合  

-- S070：測定値の±0,5%1) 	
(ティーチインの手順で示された値) 
-- S077：測定値の±0,5%1) 	
(ティーチインの手順で示された値) 

•	 反復率 •	 測定値の±0,03%1) 

1) 以下の参照条件に従って決定されます：中 = 水、水および周囲の温度20°C、最小の上流および下流距離を考慮、適切なパイプ直径 
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技術的データ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

6.6.4	 センサーフィッティングS070またはS077付きSE35の材料データ 

部品 材料 
ハウジング/カバー/蓋/ナット PC 
フロントフォイル ポリエステル 
ねじ ステンレス 
オス固定コネクタまたはケーブルグ
ランド PA 

識別ラベル ポリエステル 
接液部 
•	 センサーフィッティングS070 •	 関連するセンサーフィッティングの操作説明書参照 

6.6.5	 センサーフィッティングS070またはS077付きSE35の寸法 

→→ 以下のウェブサイトで流量計8035に関連する技術的データシートをご覧ください：www.burkert.com 

6.6.6	 センサーフィッティングS070またはS077付きSE35の電気データ 

→→ 以下のウェブサイトで流量発信機SE35に関連する電気データについては、次のチャプターをご覧くださ
い：6.4.5、ページ 25。 
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7	 設置 

7.1	 安全性に関する指示 

危険 

電圧に起因する怪我のリスク。 
▶▶ 12…36 V DC または14…36 V DC電力バージョンが湿度の高い場所、または野外に設置された場合、最大電
圧は35 V DCにする必要があります。 

▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶流量発信機8025の壁取り付け、またはパネルバージョンに接続されたすべての器機は、IEC スタンダード 61010-
1:2010に従って、コンセントから二重に遮断する必要があります。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。

設置の高圧に起因する怪我のリスク。 
▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、圧力をなくし、パイプを配水してください。 

液体の高温に起因する怪我のリスク。 
▶▶デバイスを扱う際は保護手袋を着用してください。 

▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、パイプを配水してください。 

液体の性質に起因する怪我のリスク。 
▶▶危険性のある液体を使用する際の事故防止および安全性のための 一般的な規則を守ってください。. 

警告 

不適切な設置に起因する怪我のリスク。 
▶▶電気と液体の設置は、資格と技量のある人員が適切な道具を使用して行ってください。 

▶▶フィッティングまたはセンサーフィッティングを壁に取り付ける際の指示を守ってください。 

予期しない電源供給のスイッチオンまたはコントロールされていない設置の再開に起因する怪我のリスク。 
▶▶予期しない設置の起動を防ぐための適切な方策を採用してください。 

▶▶デバイスの干渉後の再起動プロセスをコントールするようにしてください。 

液体の圧力/温度依存が遵守されていない場合、怪我のリスクがあります。
▶▶フィッティングの材料の性質による液体の温度圧力依存を考慮に入れてください (使用しているフィッティン
グの技術的データおよび操作説明書)。

▶▶圧力機器指令 2014/68/EUを遵守してください。 

このデバイスを電磁干渉、紫外線から保護してください。また、野外に設置する際には、気候条件の効果か
ら保護してください。 
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7.2	 流量計8025コンパクトバージョンの液体の設置 
流量計8025コンパクトバージョンは、パイプに取り付けられたS020に挿入されます：  

1.	 S020フィッティングをパイプに設置します、 

2.	 S020フィッティングに流量計8025コンパクトバージョンを設置します、  

3.	 8025の設置を完了します。 

7.2.1	 S020フィッティングをパイプに設置 

→→ パイプ内の液体の速度に適したS020フィッティングを選択してください 

フィッティングを選択する際には、関連するフィッティングの技術的データシータの計算テーブルをご覧く
ださい。 

→→ 以下の方法でパイプのデザインに応じたフィッティングの位置を選択してください： 

-- 上流下流の距離はパイプのデザインに応じて考慮されます。図 4 と規則EN ISO 5167-1をご覧ください、 
-- パイプは常にセンサーのレベルに適合します (参照 図 5), 
-- 垂直に取り付けた場合、液体の流れる方向は上流です (参照 図 5)、 
-- センサー外に気泡は形成されません (参照 図 5)、 
→→ 必要な場合は、流れ調整器を使用して計測精度を向上させてください、

→→ 関連する操作説明書に従ってパイプをフィッティングに設置してください。 

流れの方向

50 x DN 5 x DN 40 x DN 5 x DN

25 x DN 5 x DN 20 x DN 5 x DN

18 x DN 5 x DN 15 x DN 5 x DN

コントロールバルブ付き 90°度2曲がり3次元パイプ

90°度2曲がりパイプ 90°度1曲がり、または1 Tピース
パイプ

パイプ拡張付き パイプ縮小付き

図 4:	 パイプのデザインに応じた上流下流距離 
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水平取り付けでのパイプの充填 垂直取り付けでのパイプの充填と液体流れ循環 

適切 不適切  適切 不適切  

液体の流れの方向を示します 
 

パイプ内の気泡 

適切 不適切

適切 不適切  

図 5:	 パイプの充填、液体の流れの方向、垂直取り付け時のパイプ内の気泡 

7.2.2	 フィッティングS020への流量計8025の設置 

2

1

3

4

5

6

→→ チャプターの指示に従ってパイプにフィッティング5を設置してください。7.2.1。 

→→ フィッティングにシールがあり、損傷していないことを確認します。必要な場合
は、シールを交換します。 

→→ フィッティング5にナット3を挿入します。 

→→ グルーブ4にスナップリング2を挿入します。 

→→ シール6が適切に流量センサーに挿入されていることを確認してください。 

→→ フィッティングにデバイス1を挿入します。 

取り付けが正しく完了したら、デバイスは回せなくなります。 

→→ 部品をナット3にハンドロックします。 

図 6:	 S020フィッティングへの流量計8025コンパクトバージョンの設置 

7.2.3	 流量計8025の設置を完了します 

→→ デバイスにワイヤを付けて、スイッチをオンにします (参照チャプター8.6)。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター9.6.3)。 
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7.3	 流量計8035の設置 
流量計8035は流量発信機SE35およびセンサーフィッティングS030から成ります。流量発信機SE35は、直角回転シ
ステムによってセンサーフィッティングS030に取り付けられます：

1.	 S030センサーフィッティングをパイプに設置します、 

2.	 流量発信機SE35をセンサーフィッティングS030に設置します、 

3.	 流量計8035の設置を完了します。 

7.3.1	 S030センサーフィッティングをパイプに設置します 

→→ パイプ内の液体の速度に適したS020センサーフィッティングを選択してください  

センサーフィッティングを選択する際には、関連するセンサーフィッティングの技術的データシータの計算
テーブルをご覧ください。 

→→ 以下の方法でパイプのデザインに応じたセンサーフィッティングの位置を選択してください： 

-- 上流下流の距離はパイプのデザインに応じて考慮されます 図 4、チャプター 7.2.1、および規則EN ISO 
5167-1をご覧ください、 
-- パイプは常にセンサーのレベルに適合します (参照 図 5、チャプター7.2.1)、 
-- 垂直に取り付けた場合、液体の流れる方向は上流です (参照 図 5、チャプター7.2.1)、 
-- センサーフィッティング外に気泡は形成されません (参照 図 5、チャプター7.2.1)。 

→→ 必要な場合は、流れ調整器を使用して計測精度を向上させてください、 

→→ 関連する操作説明書に従ってパイプをセンサーフィッティングに設置してください。 

7.3.2	 流量発信機SE35をセンサーフィッティングS030に設置します、 

1

2

3

→→ 流量発信機2をセンサーフィッティング1に設置します。 

→→ 流量発信機2を直角に回します。

→→ 側面ねじまたはねじ3を締めて、流量発信機をセンサーフィッティングに
固定します。 

図 7:	 流量発信機SE35をセンサーフィッティングS030に設置 
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7.3.3	 流量計8035の設置を完了します 

→→ 流量発信機SE35にワイヤを付けて、スイッチをオンにします (参照チャプター8.6)。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター9.6.3)。 

7.4	 流量発信機SE35をセンサーフィッティングS070、またはS077に設置 
流量発信機SE35は、センサーフィッティングS070またはS077を使用してパイプに設置します。流量発信機SE35
は、直角回転システムによってセンサーフィッティングS070またはS077に取り付けられます： 

1.	 センサーフィッティングS070またはS077をパイプに設置します、 

2.	 流量発信機SE35をセンサーフィッティングS070またはS077に設置します、

3.	 設置を完了します。 

7.4.1	 センサーフィッティングS070またはS077をパイプに設置します、

→→ 液体の粘度に適したセンサーフィッティングS070またはS077を選択してください。 

センサーフィッティングを選択する際には、関連するセンサーフィッティングの技術的データシータをご覧
ください。 

用心 

センサーフィッティング設置時の損傷のリスク。

▶▶センサーフィッティングの操作説明書に記された設置指示を守ってください。

→→ 以下の方法でセンサーフィッティングS070またはS077をパイプに設置します： 

-- 楕円ギアの軸は以下のように水平に設置されます 図 8、 
-- 関連するセンサーフィッティングの操作説明書に記された設置指示を守ってください。 

適切 不適切 

図 8:	 楕円ギアの軸は水平に設置する必要があります 
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7.4.2	 流量発信機SE35をセンサーフィッティングS070またはS077に設置します 

1

2

S070

S077

3

→→ 流量発信機1をセンサーフィッティング2に設置します。 

→→ 流量発信機1を直角に回します。 

→→ 側面ねじまたはねじ3を締めて、流量発信機1をセンサーフ
ィッティング2に固定します (最大トルク1 Nm)。 

図 9:	 流量発信機SE35をセンサーフィッティングS070、またはS077に設置

7.4.3	 流量発信機SE35をセンサーフィッティングS070、またはS077に設置完了します 

→→ デバイスにワイヤを付けて、スイッチをオンにします (参照チャプター8.6)。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター9.6.3)。 

7.5	 流量発信機8025パネルバージョンの設置 

デバイスのパネルバージョンは最低でもIP54の保護クラスで筐体に設置して、筐体内の汚染レベルを2に
おさめてください。 

→→ 筐体ドアの開口部を切るには、図 10 の寸法をお守りください。 

図 10:	 電気筐体正面切り取りプランの寸法[mm] 
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シール

ナット

座金
ねじ

ケーブルクリップ 

図 11:	 流量発信機8025パネルバージョンの設置

→→ ハウジングに4本のねじを挿入します (正面から)。筐体ドアが分厚すぎる場合は、4本の付属のM4*25を使用し
てください。 

→→ 4本のねじの外部スレッドにシールを挿入します (ハウジングの裏)。 

→→ 切り抜いた部分に部品を取り付けて、電子部品を筐体内部に向けます。 

→→ 4本のねじに4個の座金を取り付けます。 

→→ 4本のねじにそれそれナットを取り付けて、ナットを締めてデバイスを筐体に固定します。 

→→ 以下のチャプターの指示に従ってワイヤを付けます。8.6、8.6.3 または 8.7.3。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター9.6.3)。 

7.6	 流量発信機8025壁取り付けバージョンの設置 

注意 

ケーブルグランドがハウジングにねじで留められていない場合、材料が損傷するリスクがあります
▶▶壁取り付けハウジングを支えに取りつける前に、ケーブルグランドの各部品のナットを、1.5 Nmのトルクで締め
ます。 

流量発信機壁取り付けバージョンは、ハウジングの底部に4個の穴があります。 

→→ ねじを覆っているブランキングストリップを取り外します (図 12)。 

ブランキングストリップ
ENTER

0....9

FLOW

挿入部品のナット  

図 12:	 ナットの固定場所と覆いのストリップの場所 

英語



39

設置 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

→→ 4本のねじをゆるめて、カバーを開き、穴にアクセスします[1]。 

1

1 1

1
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L N

230V
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m
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図 13:	 壁取り付けバージョンの設置 

→→ 図 13 に記された寸法を守って、ハウジングを支えに固定します。 

→→ 以下のチャプターの指示に従ってワイヤを付けます。8.6、8.6.3 または 8.7.3。 

→→ ハウジングを閉めて、4本のねじをカバーに締めます。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター9.6.3)。 
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8	 ワイヤ 

8.1	 安全性に関する指示

危険 

電圧に起因する怪我のリスク。 
▶▶ 12…36 V DC または14…36 V DC電力バージョンが湿度の高い場所、または野外に設置された場合、最大電
圧は35 V DCにする必要があります。 

▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶流量発信機8025の壁取り付け、またはパネルバージョンに接続されたすべての器機は、IEC スタンダード 61010-
1:2010に従って、コンセントから二重に遮断する必要があります。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。

警告 

不適切な設置に起因する怪我のリスク。 
▶▶電気と液体の設置は、資格と技量のある人員が適切な道具を使用して行ってください。 

▶▶デバイスが設置された電気設備に回路遮断器またはスイッチを取り付けてください。

▶▶アクセスしやすい場所に回路遮断器またはスイッチを設置してください。

▶▶回路遮断器またはスイッチをデバイスの電力カットシステムとして識別してください。

▶▶適切な過負荷保護デバイスを設置します。115/230 V ACを消費するバージョンでは、ライブコンダクタ (L) と
ニュートラルコンダクタ (N) に、過電流対策のデバイスを挿入してください。 

▶▶交流電圧または36 V DC以上の直流電圧でデバイス、バージョン12..36 V DCに電力を供給しないでください。 

▶▶直流電圧、または230 V AC以上の交流電圧でデバイス、バージョン115/230 V ACに電力を供給しないでくだ
さい。

警告 

予期しない電源供給のスイッチオンまたはコントロールされていない設置の再開に起因する怪我のリスク。 
▶▶予期しない設置の起動を防ぐための適切な方策を採用してください。 

▶▶デバイスの干渉後の再起動プロセスをコントールするようにしてください。 

デバイスを電磁干渉、紫外線から保護してください。また、野外に設置する際には、気候条件の効果から保
護してください。 

デバイスを正しく使用するために、以下の電気設備向け推奨事項を守ってください。

•	 設備を等電位にしてください。参照チャプター8.3。 

•	 高電圧または高周波数ケーブルの付近にケーブルを設置しないでください。組み合わせて設置すること
を避けられない場合、最低でも30 cmのスペースを確保する必要があります。 
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12…36 V DCを消費するデバイスの場合は、以下の電気設備向け推奨事項を守ってください。

•	 フィルタおよび調整された12…36 V DCの電力供給を使用してください。回路は、安全な電力レベルの
安全性外部低電圧である必要があります。 

デバイスが保護されていない場合、デバイスの電源供給が損傷する場合があります。

•	 300 mAスローブローヒューズとスイッチでデバイスの電源供給を保護してください。

デバイスが保護されていない場合、トランジスタ出力の電源供給が損傷する場合があります。

•	 各トランジスタ出力の電源供給を、125 mAスローブローヒューズで保護してください。

保護しないとリレーが損傷する場合があります。

•	 3 Aヒューズと回路遮断器でリレーを保護してください (プロセス次第で)。 

•	 リレーには、危険電圧と安全特別低電圧のどちらも適用しないでください。 

固定されていない場合、デバイスが損傷する場合があります。

•	 使用していないケーブルグランドには付属のストッパーガスケットを挿入して、デバイスを固定してくだ
さい。

8.2	 接続ケーブルの仕様 

8.2.1	 8025コンパクトバージョン、8035、およびSE35

ケーブルおよびコンダクタの仕様 (非付属) 推奨値
保護ケーブル 有
ケーブルの長さ 最長 50 m
ケーブルの外径 5…8 mm
動作温度、ULデバイス 最低 90°C
動作温度、非ULデバイス 最低 80°C
ローカルアースコンダクタのクロスセクション min. 0,75 mm2

ローカルアースコンダクタ以外のコンダクタのクロスセクション 0,2…1,5 mm2

表1:	 注文コード00438811のメスコネクタタイプ2508用のケーブルおよびワイヤ (付属)、または注文コード
00162673のメスコネクタタイプ2509 (非付属) の仕様

ケーブルおよびコンダクタの仕様 (非付属) 推奨値
保護ケーブル 有
ケーブルの長さ 最長 50 m
ケーブルの外径、ケーブルグランドごとに1個のケーブルの場合 6…12 mm
ケーブルの外径、ケーブルグランドごとに2個のケーブルの場合 3…5 mm、付属のマルチウェイシ

ールを使用
動作温度、ULデバイス 最低 90°C
動作温度、非ULデバイス 最低 80°C
ローカルアースコンダクタのクロスセクション min. 0,75 mm2

ローカルアースコンダクタ以外のコンダクタのクロスセクション 0,2…1,5 mm2

表2:	 M20x1,5ケーブルグランドを通じてワイヤリングするケーブルとワイヤの仕様
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.2.2	 8025パネルバージョン

ケーブルおよびコンダクタの仕様 (非付属) 推奨値
保護ケーブル 有
ケーブルの長さ 最長 50 m
動作温度、ULデバイス 最低 90°C
動作温度、非ULデバイス 最低 80°C
コンダクタのクロスセクション 0,2…1,5 mm2

表3:	 壁取り付けバージョンのターミナルブロックに直接ワイヤリングするケーブルとワイヤの仕様

8.2.3	 8025壁取り付けバージョン

ケーブルおよびコンダクタの仕様 (非付属) 推奨値
保護ケーブル 有
ケーブルの長さ 最長 50 m
ケーブルの外径、ケーブルグランドごとに1個のケーブルの場合 4…8 mm
動作温度、ULデバイス 最低 90°C
動作温度、非ULデバイス 最低 80°C
コンダクタのクロスセクション 0,2…1,5 mm2

表4:	 M16x1,5ケーブルグランドを通じてワイヤリングするケーブルとワイヤの仕様

8.3	 設備を等電位にする 
設備を等電位にしてください (電力供給 – デバイス – 液体)： 

→→ 設備の複数のアーススポットに接続して、複数のアース間で発生する可能性のある相違をなくしてください。 

→→ 両端部で電源供給ケーブルの保護アースを適切に行ってください。 

→→ 負電源ターミナルをアースに接続して、通常の電流の効果を抑えてください。この接続を直接行う場合
は、100 nF/50 Vキャパシタを負電圧ターミナルとアースのあいだに取りつけできます。 

→→ デバイスをプラスチックのパイプに取りつけた場合は、直接アースすることができないため、特別な注意を払
う必要があります。できるだけデバイスの近くにあるポンプやバルブのような金属製の器機とアースすること
で適切にアースすることができます。そのような器機がデバイスの近くにない場合は、金属製のアースリングを
デバイスからプラスチックパイプの上流と下流に埋め込んで、これらの部品を同じアースに接続します。アース
リングは液体に接している必要があります。 

+
-

(*)

12-36 V DC

電源供給

金属パイプ
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

+
-

(*)

12-36 V DC

バルブ、ポンプ、…(または
付属でないアースリング
をパイプに挿入 )

プラスチックパイプ

電源供給

*) 直接アース接続をすることはできません。負電源ターミナルとアースのあいだに100 nF/50 V キャパシタを取り付けてください。

図 14:	 流量計8025コンパクトバージョン、流量計8035、および流量発信機SE35 – 金属製またはプラスチック製パイプ
付き等電位スケルトンダイアグラム 

+
-

8025

(*)

8030

パネルまたは壁取
り付けバージョン

電源供給

金属パイプ

+
-

8025

(*)

8020

プラスチックパイプ

電源供給

パネルまたは壁取
り付けバージョン

バルブ、ポンプ、…(または
付属でないアースリング
をパイプに挿入 )

*) 直接アース接続をすることはできません。負電源ターミナルとアースのあいだに100 nF/50 V キャパシタを取り付けてください。 

図 15:	 流量発信機8025パネルまたは壁取り付けバージョン – 金属製またはプラスチック製パイプ付き等電位スケル
トンダイアグラム 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.4	 4ピンのオス固定コネクタでデバイスをワイヤリング 

2 1

3 1：V+ (12…36 V DC) 

2：正パルス出力 

3：L– ( 0 V DC) 

：負パルス出力 

図 16:	 4品のオス固定コネクタのピン割り当て

→→ メスコネクタタイプ2508の組み立てとワイヤ (付属) 図 17。 

1

2

3

4

→→ ケーブルグランドのナット 1 をゆるめます。

→→ ターミナルブロック 3 をハウジング 2から取り外しま
す。

→→ ナット1を通してケーブルを挿入し、ガスケット 4通し
て、ケーブルグランドを通し、最後にハウジング 2に通
します。

→→ ターミナルブロック 3にワイヤを接続します。参照 図 
16、図 18、および 図 19。

→→ ターミナルブロック 3 を90°のステップに取りつけて、
ハウジング 2に戻し、丁寧にケーブルに取りつけて、ワ
イヤがハウジングを乱さないよにします。

→→ ケーブルグランドのナット 1 を締めます。

6

5
→→ シール 5 をデバイスのメスコネクタタイプ2508とオ
ス固定コネクタのあいだに取りつけて、メスコネクタ
2508をオス固定コネクタにプラグします。 

→→ ねじ 6 を挿入して締め、固定し、正しい電気接続を確
保します。 

図 17:	 メスコネクタタイプ2508 (付属) の組み立てとワイヤリング 

→→ 図 18 のワイヤリングプランのうちの1つを使用して、電源供給と電流出力をワイヤします。

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

1
3

2

L+

L-

電源供給
外部機器で4…20 mA 入力 外部機器で4…20 mA 入力

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

1
3

2

L+

L-

電源供給

(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

図 18:	 デバイスの電流出力と4ピンのオス固定コネクタのあいだでの可能なワイヤリング 
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タイプ 8025 – 8035 – SE35

→→ 図 19 のワイヤリングプランのうちの１つを使用して、トランジスタ出力をワイヤします。

NPNモードでのパルス出力のワイヤリング PNPモードでのパルス出力のワイヤリング 

 

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*) +

-
1

3

2
L+

L-
P+

P-

8025:
NPN  

P+

P-

+
-  5-36 V DC

電源供給

PLC

+

-

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*)

1

3 2

L+

L-

P+

P-

8025:
PNP  

P+

P-

+
-  5-36 V DC

電源供給

PLC

(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

図 19:	 デバイスと4ピンのオス固定コネクタの、NPNまたはPNPモードでのパルス出力のワイヤリング 

8.5	 セレクタの構成 

▶▶セレクターを動かす前に電源供給がオフになっていることを確認してください。 

4ピンのオス固定コネクタ付きデバイスには、構成するセレクターがありません。 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、電子基板にセレクターを構成します：参照チャプター8.5.1 から 8.5.3。 

8.5.1	 流量センサーセレクター 
流量センサーセレクターは流量センサーのタイプ、即ちコイルまたはホールの構成を可能にします。 

オス固定コネクタのバージョンでは、セレクターは、デバイスに取りつけた流量センサーの出力シグナル
に応じた工場出荷時設定になっています。 

▶▶デバイス上のセレクターの位置をオス固定コネクタで修正しないでください。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

FLOW SENSOR
COIL NPNPE

 
図 20:	 電子基板上での流量センサーコネクタの位置 

表5:	 流量センサーセレクターの位置は、流量センサーの出力シグナルによります 
リモートセンサーの出力シグナル 流量センサーセレクターの位置 
パルス、NPN (ホール) NPN 
サイナス (コイル) コイル 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.5.2	 ソース/シンクセレクター
リレー付きデバイスの場合は、ソース/シンクセレクターが、ソーシングまたはシンキングモードにおける
4…20 mA電流出力の設定を可能にします。 

→→ ワイヤリングのタイプに応じたセレクターを設定します。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

SOURCE SINK Without
Re

lay
s

PE

 
図 21:	 リレー付きデバイス上でのソース/シンクセレクターの位置 

表6:	 リレー付きデバイス上での電流出力のワイヤリングに応じたソース/シンクセレクターの位置 

4…20 mA出力のワイヤリング リレー付きデバイス上でのソース/シンクセレクターの位置 
ワイヤなし (適切なジャンパーワイヤ) ソース 
ソーシングモード ソース 
シンキングモード シンク 

8.5.3	 115/230 V AC セレクター 

115/230 V AC セレクターは115/230 V ACが供給されるデバイスの供給電圧の構成を可能にします。 

230V
115V

→→ デバイスは230 V AC電圧で
電源供給します。 

→→ デバイスは115 V AC電圧で
電源供給します。 

 
図 22:	 115/230 V ACが供給されるデバイスの供給電圧セレクター 
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タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.6	 リレー付き、またはリレーなし、およびケーブルグランド付きの8025コン
パクトバージョン、8035、およびSE35のワイヤリング 

8.6.1	 ワイヤリングの指示 

使用しないケーブルグランドは付属のストッパーガスケットを使用してシールして、確実にデバイスを固定
してください。 

→→ ケーブルグランドのナットをゆるめます。 

→→ ケーブルグランド内部の透明なディスクを取り外します。 

→→ ストッパーガスケットを挿入します。 

→→ ナットを戻します。 

→→ ねじをゆるめて、透明な蓋を取り外します。 

→→ 4本のねじをゆるめて、デバイスからカバーを取り外します。 

→→ リレー付きバージョンの場合は、図 23 のようにケーブルクリップを挿入します。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s PE

→→ 付属のケーブルクリップを次に挿入します： 

-- 電子基板のスロット、 
-- および、デバイスに該当する基盤がある場合
は、115/230 V AC電源供給基盤のスロット。 

図 23:	 ケーブルクリップの挿入 

→→ ケーブルグランドのナットをゆるめます。 

→→ ケーブルをナットとケーブルグランドに通します。 

→→ 次のチャプターに従ってセレクターを設定します。8.5。 

→→ 次のチャプターに従ってターミナルブロックを接続します。8.6.2 から 8.6.6。
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タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.6.2	 リレーのワイヤリング (リレー出力のバージョン)

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合：

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

+
-

+
-

2 1

3

PE

容量1 容量2 

1.	 リレー1接続 

2.	 リレー2接続 

3.	 固定スロット 

→→ リレー接続ケーブルは、常に確実に3とマークされたス
ロットに挿入してください (参照 図 23)。 

図 24:	 リレーのワイヤリング 

8.6.3	 電源供給、電流出力、およびパルス出力、バージョン12…36 V DC、リレーなしのワイ
ヤリング 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、電子基板にセレクタを構成します：参照チャプター8.5)。

→→ 次のチャプターに記されたワイヤリングの指示に従ってください。8.6.1。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s PE

3

21

A

A  の切り替え：参照チャプター  8.5.1 

ターミナルブロック1 
NC：接続なし 

L+：正電力供給 

L-：負電力供給 

PE：メイン基板と保護基盤のあいだでのPEのワイヤリン
グ 

P–：負パルス出力 

P+：正パルス出力 

ターミナルブロック2 PE 
ケーブル保護のワイヤリング 

コネクタ3：流量センサーの接続 
図 25:	 リレーなし、ケーブルグランドありバージョン12…36 V DCのターミナル割り当て 
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Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s  

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

PE

電源供給
外部機器で4…20 mA 入力

  

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s  

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

PE

外部機器で4…20 mA 入力
電源供給

(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

図 26:	 リレーなし、ケーブルグランドありバージョン12…36 V DCの電流出力で可能なワイヤリング 

NPNモードでのパルス出力のワイヤリング PNPモードでのパルス出力のワイヤリング 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*) +

-

8025:
NPN  

P
+

P
-

+
-  5-36 V DC

PE

PLC

電源供給

 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

+

-

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*)
P
+

P
-

8025:
PNP  

+
-  5-36 V DC

PE

PLC

電源供給

 
(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

図 27:	 リレーなし、ケーブルグランドありバージョン12…36 V DCのパルス出力の、NPNまたはPNPモードでのワイヤリング
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8.6.4	 電源供給、電流出力、およびパルス出力、バージョン12…36 V DC、リレーありのワイ
ヤリング 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、電子基板にセレクタを構成します：参照チャプター8.5)。

→→ 次のチャプターに記されたワイヤリングの指示に従ってください。8.6.1。

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

A

21

B

3

45

6

PE

A  の切り替え：参照チャプター 8.5.1 

B  の切り替え：参照チャプター 8.5.2 

ターミナルブロック1 
Iout:4…20 mA 出力 

L+：正電力供給 

L-：負電力供給 

PE：メイン基板と保護基盤のあいだでのPEのワイヤ
リング 

P–：負パルス出力 

P+：正パルス出力 

ターミナルブロック2 PE 
ケーブル保護のワイヤリング 

コネクタ3：流量センサーの接続 
ターミナルブロック4：リレー1のワイヤリング、参照チ
ャプター 8.6.2 
ターミナルブロック5：リレー2のワイヤリング、参照チ
ャプター 8.6.2 
ジャンパーワイヤ6：4…20 mA出力が接続されてい
る場合、ジャンパーワイヤは取り外します 

図 28:	 リレーあり、ケーブルグランドありバージョン12…36 V DCのターミナル割り当て 

ソーシングモードでの電流出力のワイヤリング シンキングモードでの電流出力のワイヤリング

ソース/シンクセレクタ 
(参照チャプター8.5.2)

電源供給外部機器で4…20 mA 入力

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

Iout

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

PE
Supply

12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

Iout

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

PE

電源供給外部機器で4…20 mA 入力

ソース/シンクセレクタ 
(参照チャプター8.5.2)

(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

電源出力がワイヤされている場合は、ターミナルIoutとL-のあいだのジャンパーワイヤを取り外してくだ
さい。 

図 29:	 リレーあり、ケーブルグランドあり12…36 V DCバージョンの電流出力の、ソーシングまたはシンキングモードで
のワイヤリング 
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NPNモードでのパルス出力のワイヤリング PNPモードでのパルス出力のワイヤリング 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*) +

-

8025:
NPN  

P
+

P
-

+
-  5-30 V DC

PE

PLC

電源供給

ジャンパーワイヤ

 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

+

-

300 mA
+
-

12-36  V DC

(*)

P
+

P
-

8025:
PNP  

+
-  5-30 V DC

PE

ジャンパーワイヤ

PLC

電源供給

 

(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

▶▶電源出力をワイヤされていない場合は、ターミナルIoutとL-のあいだのジャンパーワイヤが適切な位
置にあることを確認してください。 

図 30:	 リレーあり、ケーブルグランドあり12…36 V DCバージョンのパルス出力の、NPNまたはPNPモードでのワイ
ヤリング
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.6.5	 電源供給、電流出力、およびパルス出力、バージョン115/230 V A、リレーなしのワイ
ヤリング 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、電子基板にセレクターを構成します：参照チャプター8.5)。

→→ 次のチャプターに記されたワイヤリングの指示に従ってください。8.6.1。

赤ワイヤはNCターミナルにワイヤされ、4…20 mA出力のワイヤリ
ングを簡単にします (参照 図 32)。L+とNCのあいだのジャンパーワ
イヤ4がNCターミナルにエネルギーを供給します。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

T 125 mA

N PEL {

3

5

6

7

4

A

21
B

PE

A  の切り替え：参照チャプター 8.5.1 

B  の切り替え：参照チャプター 8.5.3 

ターミナルブロック1 
NC：接続されていません 	
(4…20 mA出力のワイヤリング用の
ターミナル) 

L+ (赤ワイヤ、工場配線) 

PE：メイン基板と保護基盤のあいだ
でのPEのワイヤリング 

L- (黒ワイヤ、工場配線) 

P–：負パルス出力 

P+：正パルス出力 

ターミナルブロック2 PE 
保護ワイヤリング (緑/黄ワイヤ、工
場配線) 

コネクタ3：流量センサーの接続 
ジャンパーワイヤ4：4…20 mA出力
が接続されている場合、ジャンパー
ワイヤは取り外します 

遅延ヒューズ5：115 V AC または
230 V AC 電源供給を保護するヒュ
ーズです 

ハウジングのアースターミナル6：アー
スプラグに内部で接続されています 

ターミナルブロック7：115/230 V AC
電源供給のワイヤリング 

図 31:	 リレーなし、ケーブルグランドありバージョン115/230 V ACのターミナル割り当て 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

T 125 mA

N PEL {

+ -

PE

外部機器で4…20 mA 入力

115/230 V AC 電源供給
 

電源出力がワイヤされている場合は、ターミナルNCとL+のあいだのジャンパーワイヤを取り外してくだ
さい。 

図 32:	 リレーなし、ケーブルグランドあり115/230 V ACバージョンの電流出力のワイヤリング 

NPNモードでのパルス出力のワイヤリング PNPモードでのパルス出力のワイヤリング 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

T 125 mA

N PEL {

 5-36 V DC

+

-

8025:
NPN  

P+P-

+
-

PE

115/230 V AC 電源供給

PLC

ジャンパー
ワイヤ

 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

T 125 mA

N PEL {
 5-36 V DC

8025:
PNP  

P+P-

+

-

+
-

PE

115/230 V AC 電源供給

PLC

ジャンパー
ワイヤ

 
(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

▶▶電源出力をワイヤされていない場合は、ターミナルNCとL+のあいだのジャンパーワイヤが適切な位
置にあることを確認してください。 

図 33:	 リレーなし、ケーブルグランドあり115/230 V ACバージョンのパルス出力の、NPNまたはPNPモードでのワイ
ヤリング 

英語



54

ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.6.6	 電源供給、電流出力、およびパルス出力、115/230 V AC、リレーありのワイヤリング 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、電子基板にセレクタを構成します：参照チャプター8.5)。

→→ 次のチャプターに記されたワイヤリングの指示に従ってください。8.6.1。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

N PEL

230V

T 125 mA

{

3

7

8

9

6

5 4

A21
B

C PE

A  の切り替え：参照チャプター 8.5.1 

B  の切り替え：参照チャプター 8.5.3 

C  の切り替え：参照チャプター 8.5.2 

ターミナルブロック1 
lout：4…20 mA 出力 

L+ (赤ワイヤ、工場配線) 

L- (黒ワイヤ、工場配線) 

PE：メイン基板と保護基盤のあいだでのPEのワ
イヤリング 

P–：負パルス出力 

P+：正パルス出力 

ターミナルブロック2 PE 
保護ワイヤリング (緑/黄ワイヤ、工場配線) 

コネクタ3：流量センサーの接続 
ターミナルブロック4： 	
リレー1のワイヤリング、参照チャプター 8.6.2 
ターミナルブロック5： 	
リレー2のワイヤリング、参照チャプター 8.6.2 
ジャンパーワイヤ6：4…20 mA出力が接続されて
いる場合、ジャンパーワイヤは取り外します 

遅延ヒューズ7：115 V AC または230 V AC 電源
供給を保護するヒューズです 

ターミナル8：アースプラグに内部で接続された
アースターミナル 

ターミナルブロック9：115/230 V AC電源供給の
ワイヤリング 

図 34:	 リレーあり、ケーブルグランドあり115/230 V ACバージョンのターミナル割り当て 

→→ 次のチャプターに従ってリレーを接続します。8.6.2。
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

115/230 V AC 電源供給

外部機器で4…20 mA 入力

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

N PEL

230V

T 125 mA

{

+
-

PE

電源出力がワイヤされている場合は、ターミナルIoutとL-のあいだのジャンパーワイヤを取り外してくだ
さい。 

図 35:	 リレーあり、ケーブルグランドあり115/230 V ACバージョンの電流出力の、ソーシングモードでのワイヤリング 

115/230 V AC 電源供給

外部機器で4…20 mA 入力

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

N PEL

230V

T 125 mA

{

+
-

PE

電源出力がワイヤされている場合は、ターミナルIoutとL-のあいだのジャンパーワイヤを取り外してくだ
さい。

図 36:	 リレーあり、ケーブルグランドあり115/230 V ACバージョンの電流出力の、シンキングモードでのワイヤリング
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

NPNモードでのパルス出力のワイヤリング PNPモードでのパルス出力のワイヤリング

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Io
ut

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

N PEL

230V

T 125 mA

{

 5-36 V DC

+

-

8025:
NPN  

P+P-

+
-

PE

115/230 V AC 電源供給

PLC

ジャンパー
ワイヤ

 

ジャンパー
ワイヤ

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

N PEL

230V

T 125 mA

{

8025:
PNP P+P-

+

-

+
-  5-36 V DC

PE

115/230 V AC 電源供給

PLC

 
(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

電源出力をワイヤされていない場合は、ターミナルIoutとL-のあいだのジャンパーワイヤが適切な位置
にあることを確認してください。 

図 37:	 リレーあり、ケーブルグランドあり115/230 V ACバージョンのパルス出力の、NPNまたはPNPモードでのワイ
ヤリング 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.7	 リレーありまたはリレーなしの、8025パネルまたは壁取り付けバージョン
12…36 V DCのワイヤリング 

8.7.1	 電源供給、電流出力、およびパルス出力、12…36 V DC、リレーなしのワイヤリング 

→→ 壁取り付けバージョンでは、以下のチャプターのワイヤリングに関する指示に従ってください：8.8.1。 

→→ 電子基板に流量センサーセレクターを構成します (参照チャプター8.5.1)。 

→→ 以下のチャプターに従って流量センサーを流量発信機に接続します：8.7.3。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

R
E

L1

R
E

L2

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

3

21

A

PE

A  の切り替え：参照チャプター 8.5.1 

ターミナルブロック1 
NC：接続なし 

L+：正電力供給 

L-：負電力供給 

PE：メイン基板と保護基盤のあいだでのPEのワイ
ヤリング 

P–：負パルス出力 

P+：正パルス出力 

ターミナルブロック2 PE 
ケーブル保護のワイヤリング 

コネクタ3：流量センサーの接続、参照チャプタ
ー 8.7.3 

図 38:	 リレーなし流量発信機8025パネルまたは壁取り付けバージョン12…36 V DCのターミナル割り当て 

→→ 電流出力は 図 39 に従ってワイヤします。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s  

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

PE

電源供給
外部機器で4…20 mA 入力

  

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s  

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

PE

外部機器で4…20 mA 入力
電源供給

(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

図 39:	 リレーなし、バージョン12…36 V DCの電流出力で可能なワイヤリング 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

→→ パルス出力は 図 40 に従ってワイヤします。 

NPNモードでのパルス出力のワイヤリング PNPモードでのパルス出力のワイヤリング 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*) +

-

8025:
NPN  

P
+

P
-

+
-  5-36 V DC

PE

PLC

電源供給

 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

+

-

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*)

P
+

P
-

8025:
PNP  

+
-  5-36 V DC

PE

PLC

電源供給

 
(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

図 40:	 リレーなし、ケーブルグランドありバージョン12…36 V DCのパルス出力の、NPNまたはPNPモードでのワイ
ヤリング 

8.7.2	 電源供給、電流出力、およびパルス出力、12…36 V DC、リレーありのワイヤリング 

→→ 壁取り付けバージョンでは、以下のチャプターのワイヤリングに関する指示に従ってください：8.8.1。 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、電子基板にセレクタを構成します：参照チャプター8.5)。 

→→ 以下のチャプターに従って流量センサーを発信機に接続します：8.7.3。 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

R
E

L1

R
E

L2

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

4

6

3

5

A

21

B
PE

A  の切り替え：参照チャプター 8.5.1 

B  の切り替え：参照チャプター 8.5.2 

ターミナルブロック1 
Iout:4…20 mA 出力 

L+：正電力供給 

L-：負電力供給 

PE：メイン基板と保護基盤のあいだでのPEのワイヤリン
グ 

P–：負パルス出力 

P+：正パルス出力 

ターミナルブロック2 PE 
ケーブル保護のワイヤリング 

ターミナルブロック3：リレー1のワイヤリング、参照チャプ
ター 8.6.2 
ターミナルブロック4：リレー2のワイヤリング、参照チャプ
ター 8.6.2 

コネクタ5：流量センサーの接続、参照チャプター 8.7.3 
ジャンパーワイヤ6：4…20 mA出力が接続されている場
合、ジャンパーワイヤは取り外します 

図 41:	 リレーあり流量発信機8025パネルまたは壁取り付けバージョン12…36 V DCのターミナル割り当て 

→→ ケーブルクリップの挿入：参照 図 23、チャプター8.6.1。 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

→→ 次のチャプターに従ってリレーをワイヤします。8.6.2。 

→→ 電流出力は 図 42 に従ってワイヤします。 

ソーシングモードでの電流出力のワイヤリング シンキングモードでの電流出力のワイヤリング

ソース/シンクセレクタ 
(参照チャプター8.5.2)

電源供給外部機器で4…20 mA 入力

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

Iout

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

PE
Supply

12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

Iout

300 mA
+
-

12-36 V DC

+
-

(*)

PE

電源供給外部機器で4…20 mA 入力

ソース/シンクセレクタ 
(参照チャプター8.5.2)

(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

電源出力がワイヤされている場合は、ターミナルIoutとL-のあいだのジャンパーワイヤを取り外してくだ
さい。 

図 42:	 リレーあり、ケーブルグランドあり12…36 V DCバージョンの電流出力の、ソーシングまたはシンキングモードで
のワイヤリング 

→→ パルス出力は 図 43 に従ってワイヤします。 

NPNモードでのパルス出力のワイヤリング PNPモードでのパルス出力のワイヤリング 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*) +

-

8025:
NPN  

P
+

P
-

+
-  5-30 V DC

PE

PLC

電源供給

ジャンパーワイヤ

 

Supply
12..36Vdc

FLOW SENSOR
COIL NPN

SOURCE SINK L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

+

-

300 mA
+
-

12-36  V DC

(*)

P
+

P
-

8025:
PNP  

+
-  5-30 V DC

PE

ジャンパーワイヤ

PLC

電源供給

 

(*) 直接アースすることが出来ない場合は、100 nF/50 V コンデンセータを電圧供給の負電圧とアースのあいだに挿入してください。 

▶▶電源出力をワイヤされていない場合は、ターミナルIoutとL-のあいだのジャンパーワイヤが適切な位
置にあることを確認してください。

図 43:	 リレーあり、ケーブルグランドあり12…36 V DCバージョンのパルス出力の、NPNまたはPNPモードでのワイヤ
リング 
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タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.7.3	 流量センサーを流量発信機8025パネルバージョンまたは壁取り付けバージョンに
接続 

→→ 電子基板に流量センサーセレクターを構成します (参照チャプター8.5)。 

→→ リモートセンサーのサイナス出力 (コイル) またはパルス出力 (NPN) といった出力タイプに応じたピン割り当
てを守って、リモート流量センサーを電子基板のターミナルブロックに接続します。 

サイナス出力付き流量センサー 

センサーケーブルの保護

1 2 3 4 PE

NC{

パルス出力付き流量センサー (NPN) 

センサーケーブルの保護

V–
V+

パルス、NPN

1 2 3 4 PE
NC

NC = 接続なし

図 44:	 リモート流量センサーと流量発信機8025のワイヤリング 

8.8	 リレーありまたはリレーなしの、8025壁取り付けバージョン115/230 V 
ACのワイヤリング 

8.8.1	 壁取り付けバージョンのワイヤリングの指示 

使用しないケーブルグランドは付属のストッパーガスケットを使用してシールして、確実にデバイスを固定
してください。 

→→ ケーブルグランドのナットをゆるめます。 

→→ ケーブルグランド内部の透明なディスクを取り外します。 

→→ ストッパーガスケットを挿入します 

→→ ナットを戻します。 

→→ 以下のチャプターに従って流量センサーを流量発信機8025に接続します：8.7.3。 

→→ 電子基板にセレクターを構成します 参照チャプター8.5。 

→→ ケーブルグランドのナットをゆるめます。 

→→ 図 45 に示されているように、ケーブルグランドを使用して、各ケーブルをナットとケーブルグランドに通し
ます。 

流量センサーケ
ーブル

出力のケーブル

電源供給ケーブル、	
12…36 V DC、または
115/230 V AC 

図 45:	 ケーブルグランドの使用 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

→→ 2個のターミナルブロックをハウジングから (図 46、チャプター8.8.2 および 図 50、チャプターで4および6とマ
ーク8.8.3) を取り外します。 

リレーなしバージョンの場合： 
→→ 次のチャプターに従ってリレーをワイヤします：8.8.2。 

リレーありバージョンの場合： 
→→ ケーブルクリップの挿入：参照 図 23、チャプター8.6.1。 

→→ 次のチャプターに従ってリレーをワイヤします：8.8.3。 

→→ 2個のターミナルブロックを (図 46、チャプター8.8.2 および 図 50、チャプターで4および6とマーク8.8.3) もとの
場所に挿入します。 

→→ ハウジングを完璧に開いた状態にします。 

→→ 電源： 

-- ケーブルクリップ付き電源供給ケーブル 
-- ケーブルクリップ付き流量センサー接続ケーブル 
-- および (バージョンに応じて)、ケーブルクリップ付きリレー接続ケーブル。 
→→ ハウジング内のケーブルがハウジングの完璧な開放を可能とするのに十分な長さであることを確認してから、
ケーブルグランドを固定します。 

→→ カバーを閉めます。 

→→ 4本のねじを締めます。 

→→ ブランキングストリップをハウジングに取りつけます。 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.8.2	 電源供給、電流出力、およびパルス出力、115/230 V AC、リレーなしのワイヤリング 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、以下のチャプターの指示に従ってください：8.8.1。 

Supply
12..36Vdc

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

R
E

L1

R
E

L2

FLOW SENSOR

FLOW SENSOR

COIL NPN

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

L N

230V

T 
25

0 
m

A

5 6 7 8 9 10

L N

230V

{
7

5

3

8

21 A

B

46

PE

A  の切り替え：参照チャプター 8.5.1 

B  の切り替え：参照チャプター 8.5.3 

ターミナルブロック2 PE 
保護ワイヤリング (緑/黄ワイヤ、工場配線) 

遅延ヒューズ3：115 V AC または230 V AC 
電源供給を保護するヒューズです 

ターミナルブロック4 
115/230 V AC電源供給のワイヤリング 

ジャンパーワイヤ5：4…20 mA出力が接続
されている場合、ジャンパーワイヤは取り
外します 

ターミナルブロック6 
ターミナル5：4…20 mA 出力 

ターミナル6：外部機器の電源供給に利用
可能な、正27 V DC電源供給 

ターミナル7：0V (外部機器の電源供給に利
用可能な電源供給) 

ターミナル8：ケーブル保護 

ターミナル9：負パルス出力 

ターミナル10：正パルス出力 

マーカー7：すべてのケーブルはここに合わ
せる必要があります 

コネクタ8：流量センサーの接続 

ターミナルブロック1 
NC：接続なし 

L+ (赤ワイヤ、工場配線) 

L- (緑ワイヤ、工場配線) 

PE：メイン基板と保護基盤のあいだでのPEのワイヤリング 

P- (茶ワイヤ、工場配線) 

P+ (白ワイヤ、工場配線) 

図 46:	 リレーなし壁取り付けバージョン115/230 V ACのターミナル割り当て 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

Supply
12..36Vdc

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

R
E

L1

R
E

L2

FLOW SENSOR

FLOW SENSOR

COIL NPN

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

L N

230V

T 
25

0 
m

A

5 6 7 8 9 10

L N

230V

{

+
-

PE

外部機器で4…20 
mA 入力

電源出力がワイヤされている場合は、ターミナル5と7のあいだのジャンパーワイヤを取り外してください。 

図 47:	 リレーなし、壁取り付けバージョン115/230 V ACの電流出力でワイヤリング 

Supply
12..36Vdc

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

R
E

L1

R
E

L2

FLOW SENSOR

FLOW SENSOR

COIL NPN

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

L N

230V

T 
25

0 
m

A

5 6 7 8 9 10

L N

230V

{

+

-

+
-  5-36 VDC

PE

ジャンパーワイヤ 

 

▶▶電源出力をワイヤされていない場合は、ターミナル5と7のあいだのジャンパーワイヤが適切な位置に
あることを確認してください。 

図 48:	 リレーなし壁取り付けバージョン115/230 V ACのパルス出力の、NPNモードでのワイヤリング
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

Supply
12..36Vdc

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

R
E

L1

R
E

L2

FLOW SENSOR

FLOW SENSOR

COIL NPN

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

L N

230V

T 
25

0 
m

A

5 6 7 8 9 10

L N

230V

{

+

-

+
-

 5-36 V DC

PE

ジャンパーワイヤ 

 

▶▶電源出力をワイヤされていない場合は、ターミナル5と7のあいだのジャンパーワイヤが適切な位置に
あることを確認してください。 

図 49:	 リレーなし、壁取り付けバージョン115/230 V ACのパルス出力の、PNPモードでのワイヤリング 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.8.3	 電源供給、電流出力、およびパルス出力、115/230 V AC、リレーありのワイヤリング 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、以下のチャプターの指示に従ってください：8.8.1。 

Supply
12..36Vdc

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

3A/230VAC

R
E

L1

R
E

L2

FLOW SENSOR

FLOW SENSOR

COIL NPN

CURRENT
SOURCE SINK

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

T 
25

0 
m

A

L N

230V

5 6 7 8 9 10

L N

230V

{
7 5

3

10

9 8

21 A

B

46

C

PE

A  の切り替え：参照チャプター 8.5.1 

B  の切り替え：参照チャプター 8.5.3 

C  の切り替え：参照チャプター 8.5.2 

ターミナルブロック2 PE 
保護接続 (緑/黄ワイヤ、工場配線) 

遅延ヒューズ3：115 V AC または230 V AC 
電源供給を保護するヒューズです 

ターミナルブロック4 
115/230 V AC電源供給のワイヤリング 

ジャンパーワイヤ5：4…20 mA出力が接続
されている場合、ジャンパーワイヤは取り外
します 

ターミナルブロック6 
ターミナル5：4…20 mA 出力 

ターミナル6：外部機器の電源供給に利用可
能な、正27 V DC電源供給 

ターミナル7：0V (外部機器の電源供給に利
用可能な電源供給) 

ターミナル8：ケーブル保護 

ターミナル9：負パルス出力 

ターミナル10：正パルス出力 

マーカー7：すべてのケーブルはここに合わ
せる必要があります 

ターミナルブロック8：リレー1のワイヤリン
グ、参照チャプター 8.6.2 
ターミナルブロック9：リレー2のワイヤリン
グ、参照チャプター 8.6.2 
コネクタ10：流量センサーの接続 

ターミナルブロック1 
Iout:4…20 mA 出力 (緑ワイヤ、工場配線) 

L+ (赤ワイヤ、工場配線) 

L- (黒ワイヤ、工場配線) 

PE：メイン基板と保護基盤のあいだでのPEのワイヤリング 

P- (茶ワイヤ、工場配線) 

P+ (白ワイヤ、工場配線) 

図 50:	 リレーあり壁取り付けバージョン115/230 V ACのターミナル割り当て 

リレー付き壁取り付けバージョンのパルス出力のワイヤリングは、リレーなしバージョンを同じです。 

→→ 図 48 および 図 49 をご参照ください。 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

Supply
12..36Vdc

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

3A/230VAC

R
E

L1

R
E

L2

FLOW SENSOR

FLOW SENSOR

COIL NPN

CURRENT
SOURCE SINK

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

T 
25

0 
m

A

L N

230V

5 6 7 8 9 10

L N

230V

{

+ -

PE

外部機器で4…20 mA 入力

▶▶電源出力がワイヤされている場合は、ターミナル5と7のあいだのジャンパーワイヤを取り外してくださ
い。 

図 51:	 リレーあり、壁取り付けバージョン115/230 V ACの電流出力の、シンキングモードでのワイヤリング 

Supply
12..36Vdc

NPN SENSOR
1 PULSE INPUT
2   -
3   +
4   NC

SUPPLY

1 2 3 4 PE

3A/230VAC

R
E

L1

R
E

L2

FLOW SENSOR

FLOW SENSOR

COIL NPN

CURRENT
SOURCE SINK

COIL SENSOR
1 
2   
3  NC   
4  NC

L+ L- PE P- P+NC

L+ L- PE P- P+Iou
t

PULSE
OUTPUT

Without
WithRe

lay
s

230V

T 
25

0 
m

A

L N

230V

5 6 7 8 9 10

L N

230V

{

+ -

PE

外部機器で4…20 mA 入力

▶▶電源出力がワイヤされている場合は、ターミナル5と7のあいだのジャンパーワイヤを取り外してください。

図 52:	 リレーあり、壁取り付けバージョン115/230 V ACの電流出力の、ソーシングモードでのワイヤリング 
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ワイヤ 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

8.8.4	 流量センサーを流量発信機8025壁取り付けバージョンに接続 

→→ 電子基板に流量センサーセレクターを構成します (参照チャプター8.5)。 

→→ リモートセンサーのサイナス出力 (コイル) またはパルス出力 (NPN) といった出力タイプに応じたピン割り当て
を守って、リモート流量センサーを電子基板のターミナルブロックに接続します。 

サイナス出力付き流量センサー 

センサーケーブルの保護

1 2 3 4 PE

NC{

パルス出力付き流量センサー (NPN) 

センサーケーブルの保護

V–
V+

パルス、NPN

1 2 3 4 PE
NC

NC = 接続なし

図 53:	 リモート流量センサーと8025流量発信機のワイヤリング 
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操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

9	 操作とコミッショニング 

9.1	 安全性に関する指示 

警告 

不適切な操作に起因する怪我のリスク。 
不適切な操作は、怪我につながり、デバイスと周囲に損傷をもたらすおそれがあります。 
▶▶操作を担当する操作者は、これらの操作説明書を読み、理解しておく必要があります。 
▶▶特に、安全性に関する推奨事項と用途を守ってください。 
▶▶デバイス/設備を操作するのは、適切に訓練された人員のみにする必要があります。 

警告 

不適切なコミッショニングに起因する危険。 
不適切なコミッショニングは、怪我につながり、デバイスと周囲に損傷をもたらすおそれがあります。 

▶▶コミッショニングの前に、確実に、担当の人員が操作説明書を読み、内容を理解しているようにしてください。 

▶▶特に、安全性に関する推奨事項と用途を守ってください。 

▶▶デバイス/設備をコミッショニングするのは、適切に訓練された人員のみにする必要があります。 

▶▶コミッショニングの前に、使用するフィッティングのK因子を設定してください。参照チャプター 9.6.3. 

9.2	 デバイスの操作レベル
デバイスには、プロセスレベルと構成レベルという2つの操作レベルがあります。 

プロセスレベルでは以下のことが可能です： 

•	 デバイスが計測した流量、4…20 mAアナログ出力での電流発信の値、日間およびメイン総計の値の読み取り； 

•	 日間総計のリセット； 

•	 構成レベルへのアクセス。 

構成レベルでは2つのメニュー (パラメータ、テスト) があり、以下のことが可能です：

•	 デバイスパラメータの設定；

•	 一部のデバイス設定のテスト。

表7:	 デバイスのデフォルト設定

関数 デフォルトの値 
言語 英語 
流量の単位 L/min、小数部の桁数1 
総計の単位 L 
小数部の桁数 1 
4 mA 電流出力 0.000 
20 mA 電流出力 100.0 
K因子 51.20 
フィルタ 5 
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操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

関数 デフォルトの値 
パルスの値 (PU) 00.05 

パルス出力の単位 L 

リレー1- 40.0 
リレー1+   50.0 
リレー1反転 なし 
リレー2- 80.0 
リレー2+ 90.0 
リレー2反転 なし 

LANGUAGE

プロセスレベル 

パラメータメニュー テストメニュー

UNIT

K-FACTOR

CURRENT

PULSE

RELAY

FILTER

TOTAL

END  

12.6 L/MIN.

16.45 MA

87654 L

231 L.

OFFSET

SPAN

FREQUENC

FLOW

END

0......9

0......9

0......9

0......9

ENTER

ENTER

> 5 s

> 5 s

構成レベル 

0......9

> 2 s

日間総計のリセット (容量単
位後のドットで識別)。

+

プロセスレ
ベル

図 54:	 デバイスレベルの図 
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操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

9.3	 ナビゲーションキーおよび状態LEDの説明 

•	 表示されたパラメータの選択 

•	 設定の承認 

リレー2の状態を示すLED 	
(LED オン = 接続閉鎖) 

•	 パラメータのスクロール 

•	 左側の数字を選択 

•	 パラメータのスクロールアップ 

•	 選択した数字の上昇 

リレー1の状態を示すLED 	
(LED オン = 接続閉鎖) 

図 55:	 ディスプレイの説明 

9.4	 ナビゲーションキーの使用 

したいことは… 押すボタンは… 
レベルまたはメニュー内のパラメータ間で移動しま
す。 •	  次のパラメータへ移動。 

•	 0......9  前のパラメータへ移動。 
パラメータメニューにアクセス。 ENTER

 +  をプロセスレベルで5秒間同時押し 

テストメニューにアクセス。 
0......9  +  + 

ENTER

 をプロセスレベルで5秒間同時押し 

プロセスレベルから日間総計をリセット。 
プロセスレベルに日間総計が表示されているときに、0......9  

+  を2秒間同時押し 
表示されたパラメータの選択。 ENTER

 
表示された値を承認します。 ENTER

 
数値の修正。 

•	 0......9  で点滅表示数を増加します。 

•	  で点滅表示数の左の数字を選択します。 

•	 0......9  +  を同時押しで、小数点を動かします。 

英語



71

操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

9.5	 プロセスレベルの詳細 
デバイスに電源供給をしたとき、レベルはデフォルトでアクティブです。 

12.6 L/MIN.

16.45 MA

87654 L

231 L.

0......9

> 2 s

日間総計のリセット。 

測定した流量の値はパラメータメニューの「UNIT」パラメータで選択した単位で表示
されます。 

電流出力の値は測定した流量に応じています。 

メイン総計の値は、最後にリセットした後にデバイスが計測した液体の量です。 

日間総計の値 (容量単位の後のドットで識別) は、最後にリセットした後にデバイスが
計測した液体の量です。 

0......9

+

図 56:	 プロセスレベルの図 

9.6	 パラメータメニューの詳細 

パラメータメニューにアクセスするには、5秒間以上  
ENTER

 を同時押しします。 

このメニューは以下の構成可能なパラメータから成ります： 

LANGUAGE

プロセスレベル

UNIT

K-FACTOR

CURRENT

FILTER

TOTAL

PULSE

RELAY

END 12.6 L/MIN.

0......9

表示言語の選択 

流量の単位、小数点の数、および総計の表示単位を選択します。 

使用するフィッティングのK因子を入力するか、ティーチインの手順で定義します。 

4…20 mA出力電流に関係する流量の範囲を選択します。 

表示された流量と電流出力で、測定した流量のフィルタレベルを選択。10段階の湿し
レベルが利用可能です。 

両方の総計のリセット。

パルス出力のパラメータ化。 

リレーの構成。この機能はリレー付きデバイスのみに備わっています。 

パラメータメニュー内で変更を保存して、プロセスレベルに
戻る。
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操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

図 57:	 パラメータメニューの図

9.6.1	 表示言語の選択 

デバイスが最初に電源供給されたときの表示言語は英語です。 

LANGUAGE ENGLISH

DEUTSCH

FRANÇAIS

ITALIANO

0......9
→→ 選択した言語は、

ENTER

 キーが押され次第、有効化さ
れます 

UNIT

図 58:	 パラメータメニューの「LANGUAGE"」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 

9.6.2	 流量の単位、小数点の数、および総計の単位を選択します 

表示可能な最大流量は、選択した小数点の位置で決まります： 

•	 9999、小数点0の場合。 

•	 999,9、小数点1の場合。 

•	 99,99、小数点2の場合。 

•	 9,999、小数点3の場合。 

総計で表示可能な最大流量は、選択した量の単位で決まります： 

•	 9 999 999 量の単位として「litre」を選択した場合； 

•	 999 999 量の単位として「m3」または「gallon"」を選択した場合。 

•	 流量の単位が変更された際には、パラメータメニューの「CURRENT」、「PULSE」、および「RELAYS」パラメ
ータに設定された流量の値を変換します。 

「UNIT」パラメータでは以下のことが電卓出来ます： 

•	 流量の単位； 

•	 小数点の定数 (0、1、2、3から選択) で、プロセスレベルの流量を表示します； 

•	 単位が以前リットル、m3、またはガロンで選択されていた場合、総計の量の単位。 
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タイプ 8025 – 8035 – SE35

UNIT

LIT/MIN

LIT/H

M3/MIN

M3/H

0......9 US GAL/S

US GAL/M

US GAL/H

IMP GA/S

IMP GA/M

GA/H

FLOW RATE

TOTAL

0......9

DEC PT 3

DEC PT 2

DEC PT 1

DEC PT 0

0......9

M3

→→ 流量単位の選択。

→→ 承認します。 

選択した単位がリットル、m3、またはガロンの場合。

→→ 小数点の位置の
選択。

→→ 承認します。

→→ 総計単位の選択。

→→ 承認します。 

LIT/SEC

LITRE

0......9

K-FACTOR

US GAL

IMP GAL

ENTER

ENTER

ENTER

図 59:	 パラメータメニューの「UNIT」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存し、プロセスレベルに戻ってください。
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操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

9.6.3	 使用するフィッティングのK因子の入力 
デバイスはフィッティングのK因子を使用してパイプ内の流量を決定します。 

使用するフィッティングのK因子はここに入力できます。また、デバイスはティーチインの手順を使用してK因子を
決定します：参照 図 61。 

使用するフィッティングのK因子はフィッティングの操作説明書に記されています。 

Bürkertフィッティングの操作説明書は、デバイス付属のCD、またはインターネットでご覧いただけます。	
www.burkert.com. 

TEACH NO K=0000.00

K=0117.60CURRENT
ENTER

0......9

ディスプレイは、ティーチインの手順を使
用して最後に入力または決定したフィッテ
ィングのK因子を表示します。 

パラメータを編集します。 

→→ 使用するフィッティングのK因子 
(0,0001 と 9999,9のあいだの値) を入
力します。

→→ 表示された値を承認します。 

K-FACTOR
ENTER ENTER

図 60:	 使用するフィッティングのK因子の入力 

ティーチインは既知の値に基づいて行われます。 

→→ 既知の値でタンクを準備します。 

→→ 液体の循環を停止させます。 

→→ 「TEACH Y.":」を承認します：「FILL END.」が表示されます。 

K-FACTOR TEACH NO

0000.0 L

K=0079.30CURRENT

0......9

TEACH Y FILL END

0100.00 L

→→ タンクを充填するためにパイプを満
たします。

→→ タンクが満杯になったら、「FILL 
END」を承認します

デバイスはフィッティン
グのK因子を測定し、表
示します。

ENTER

ENTER

ENTER

ENTER ENTER

0......9

0,0と等しい容量の値を入力し
ないでください。K因子が0,0とし
て測定され、デバイスが動作し
なくなるためです。 

→→ 循環を通過する液体の量 (バルブ 
> 0,0 および ≤ 9999,9) を入力して
ください。 

→→ 承認します。 

図 61:	 値に応じた指定の手順 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 
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操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

9.6.4	 電流出力の構成 
4…20 mA出力は、デバイスが測定した流量を反映する値である電流を提供します。 

測定範囲と電流出力の関係の例： 

4

20

20 180

mA

l/min  

→→ 出力シグナルを反転させることで、20 mA 出力の値に 4 mA出力の値よりも低い流量値が与えられます。 

→→ 電流出力を停止させるには、4と20 mAの両方の範囲を0 にします。この場合、出力は4 mAの定電流をもたらし
ます。 

単位と小数点の桁数は、電流出力値の表示で「単位」パラメータ内で設定されます。 

4 = 28.00

20 = 6.000

CURRENT

20=0000

PULSE

4=0000
ENTER

0......9

ENTER

→→ 4 mA電流に関係する流量の値を、
「UNIT」パラメータで選択した単位で
入力します。 

→→ 20 mA電流に関係する流量の値
を、「UNIT」パラメータで選択し
た単位で入力します。 0......9

図 62:	 電流出の構成 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 
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タイプ 8025 – 8035 – SE35

9.6.5	 パルス出力の構成 
このパラメータはパルスに関係する液体の量の入力を可能にします。 

PULSE LITRE
ENTER

RELAY

PU=000.00

ENTER

→→ パルスに関係する容量を	
入力します。0......9

M3

0......9

US GAL

IMP GAL

PU=005.00

例：デバイスを 5 m3 の容量が通過するたびに、パルスを発生させます。

→→ パルスの容量単位の選択。

図 63:	 パルス出力の構成 

メッセージ「PU H LIM」または「PU L LIM」が表示された場合、以下のチャプターをご覧ください：10.3。

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 

9.6.6	 リレーの構成 

このパラメータはスイッチ切り替えのしきい値を設定し、各リレーの操作挙動の反転の有無を決定することを可
能にします。 

両方のリレーはヒステリシス操作で機能します。出力状態はしきい値に達した際に変化します：

•	 流量の増加により、しきい値X+に達すると出力状態が変化します。

•	 流量の減少により、しきい値X-達すると出力状態が変化します。

操作挙動、反転なし 操作挙動、反転あり

流量

反転NO

X-

ON 

OFF 

接続

X+

接続 反転YES

ON 

OFF 
流量X- X+

X– = 低いスイッチ切り替えのしきい値 (1–, 2–)

X+ = 高いスイッチ切り替えのしきい値 (1–, 2–) 

図 64:	 ヒステレシス操作、反転あり、または反転なし
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操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

→→ 1- ≤ 1+ や 2- ≤ 2+のような値を入力します。

RELAY

FILTER

2-= 0000

2+ = 0000

1+ = 0000

1+ = 0010

2+ = 0044

1-= 0000

INV NO

2-= 0040

1-= 0008

INV YES

ENTER

0......9

0......9

ENTER

ENTER

ENTER

0......9

ENTER

0......9

ENTER

INV NO

INV YES

0......9

0......9

→→ リレー1の高しきい値に関連付けられ
た流量の値を、「UNIT」パラメータで選
択した単位で入力します。 

→→ 承認します。 

ENTER

→→ 動作挙動、反転あり、または反転な
しの選択。

→→ 承認します。 

→→ 動作挙動、反転あり、または反転
なしの選択。

→→ 承認します。 

→→ リレー1の低しきい値に関連付けられた流量の値を、「UNIT」パラメ
ータで選択した単位で入力します。

→→ 承認します。 

→→ リレー2の低しきい値に関連付けられ
た流量の値を、「UNIT」パラメータで選
択した単位で入力します。 

→→ 承認します。 

→→ リレー2の高しきい値に関連付けられ
た流量の値を、「UNIT」パラメータで選
択した単位で入力します。

→→ 承認します。 

図 65:	 リレーのしきい値の構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 
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操作とコミッショニング 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

9.6.7	 測定した流量のフィルタの構成

このパラメータは変動を抑えることを可能にします： 

•	 ディスプレイの； 

•	 電流出の。 

10個のフィルタが利用可能です。 

以下の表は各フィルタの応答時間を示します (10%から90%)： 

フィルタ 応答時間 フィルタ 応答時間
0 0,15 s 5 6 s
1 0,7 s 6 10 s
2 1,4 s 7 19 s
3 2,5 s 8 33 s
4 3,5 s 9 50 s

FILTER FILTER 0

TOTAL

→→ フィルタを選択します。

→→ 承認します。

FILTER 9

ENTER

0......9

図 66:	 パラメータメニューの「FILTER」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 

9.6.8	 両方の総計のリセット 

このパラメータは両方の総計のリセットを可能にします。 

TOTAL RES NO

END

0......9

→→ 2つの総計をリセットするか否かを選択します。

→→ 承認します。

RES YES

ENTER

図 67:	 パラメータメニューの「TOTAL」パラメータの図 

日間の総計はプロセスレベルからリセットできます。参照チャプター9.4。

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、ENTER  を押して
設定を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 
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9.7	 テストメニューの詳細 

テストメニューにアクセスするには、5秒間以上 0......9  
ENTER

 を同時押しします。 

このメニューは以下の構成可能なパラメータから成ります： 

SPAN

プロセスレベル

FREQUENC.

FLOW

OFFSET

12.6 L/MIN.END

0......9

電流出のオフセットの調整。参照チャプター9.7.1。

外輪の回転頻度の読み取り。参照チャプター9.7.3。

出力の適切な動作を確認するために、流量をシミュレーティング。参照チャプター9.7.4
。

新しいオフセットとスパンの調整を保存して、プロセスレ
ベルに戻ります。

電流出のスパンの調整。参照チャプター9.7.2。

「END」が承認され、ディスプレイに「OFFSET」と表示されたら、新しいオフセットまたはスパン値を入力
します。

図 68:	 テストメニューの図 

9.7.1	 電流出のオフセットの調整 

このパラメータは4…20 mA出力で送信される4 mA 電流の値の調整を可能にします。

→→ 測定ループに回路計を接続します。 

OFFSET

SPAN

ENTER

ENTER
OF= 4.02

OF= 4.00

0......9

→→ デバイスは4 mA電流を生成します。

→→ 回路計を使用して4…20 mA出力の電流を測定します。

→→ 回路系に表示された値を入力します。許容されたオフセットの
範囲は3から5 mAまでです。

→→ 承認します。

図 69:	 オフセットの調整 

→→ デフォルトの20 mA電流値を調整します：参照チャプター9.7.2。 

デフォルトの4 mAの値 (パラメータ「OFFSET」) の調整値は、パラメータ「SPAN」を残す際に考慮されます。

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、テストメニューの「END」パラメータに移動して、ENTER  を押して設定
を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 
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9.7.2	 電流出のスパンの調整 

このパラメータは4…20 mA出力で送信される20 mA 電流の値の調整を可能にします。 

→→ 測定ループに回路計を接続します。 

→→ デバイスは20 mA電流を生成します。

→→ 回路計を使用して4…20 mA出力の電流を測定します。

→→ 回路系に表示された値を入力します。許容されたスパンの
範囲は15から21,50 mAまでです。

→→ 承認します。

SPAN

FREQUENC

ENTER

ENTER
SP= 19.90

SP= 20.00

0......9

図 70:	 スパンの調整

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、テストメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して設定
を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 

9.7.3	 外輪の回転頻度の読み取り 

FREQUENC 195.3 HZ

FLOW
ENTER

ENTER

図 71:	 テストメニューの「FREQUENC.」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、テストメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して設定
を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 

9.7.4	 出力挙動の確認

このパラメータは流量をシミュレートし、出力が構成モードでの予想通りに挙動していることを確認できるように
します。 

→→ 流量の値を、「UNIT」パラメータで選択した単位で入力します。

→→
ENTER

 キーを押して承認すると、ディスプレイは「FLOW」パラ
メータに戻ります。

→→ 出力が予想通りに動作していることを確認します。

→→ 他の値をテストするには、
ENTER

 を押します。

→→ チェックを終了するには、  または 0......9  を押します。

FLOW
ENTER

46.25 L/S

00.00 L/S

0......9

図 72:	 テストメニューの「FLOW」パラメータの図

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、テストメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して設定
を保存し、プロセスレベルに戻ってください。 
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10	 メンテナンスとトラブルシューティング 

10.1	 安全性に関する指示 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶すべてのコンダクタの電源供給をシャットダウンして、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

設置の高圧に起因する怪我のリスク。 
▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、圧力をなくし、パイプを配水してください。 

液体の高温に起因する怪我のリスク。 
▶▶デバイスを扱う際は保護手袋を着用してください。 

▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、パイプを配水してください。 

液体の性質に起因する怪我のリスク。 
▶▶危険性のある液体を使用する際の事故防止および安全性のための一般的な規則を守ってください。 

警告 

不適切なメンテナンスに起因する怪我のリスク。 
▶▶メンテナンスは、資格と技量のある人員が、適切な道具を使用して行ってください。 

▶▶電源供給に支障があった後では、明確でコントロールされた再起動プロセスを確実に行ってください。 

10.2	 デバイスのクリーニング 
デバイスを洗浄する際は、水、またはデバイスを構成する材料と適合性のある洗剤で濡らした布を使用してく
ださい。 

他に情報が必要な場合は、Bürkertサプライヤまでお気軽にお尋ねください。 

英語



82

メンテナンスとトラブルシューティング 
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10.3	 問題解決 

表示メッセ
ージ

想定される原因 推奨アクション

ERROR 3 メモリ読み込みエラー：ユーザー
設定が失われました。

→→ デバイスをオフに切り替えます。

→→ デバイスをオンに切り替えます。

→→ メッセージがまだ表示されている場合は、エンターキーを
押してエラーを確認します：デバイスがデフォルト設定で動
作します。

→→ デバイスを再調整します。

→→ メッセージが頻繁に表示される場合は、デバイスをサプラ
イヤに送り返してください。

ERROR 4 メモリ読み込みエラー：総計値が
失われました。 

→→ エンターキーを押してエラーを確認します：総計値が最後
にデバイスを起動したときの値に戻されます。 

→→ 総計値を確認します。 
ERROR 5 メモリ読み込みエラー：ユーザー

設定と総計値が失われました。 
→→ エンターキーを押してエラーを確認します：デバイスが、デ
フォルトの設定と最後にデバイスを起動したときの総計値
で動作します。 

→→ デバイスを再調整します。 

→→ 総計値を確認します。 

→→ メッセージが頻繁に表示される場合は、デバイスをサプラ
イヤに送り返してください。 

ERROR 6 メモリ読み込みエラー：総計値が
失われました。 

→→ エンターキーを押してエラーを確認します：総計値がリセッ
トされました。 

ERROR 7 メモリ読み込みエラー：ユーザー
設定と総計値が失われました。 

→→ エンターキーを押してエラーを確認します：総計値がリセッ
トされました。 

→→ デバイスをサプライヤに送り返してください。 
PWR FAIL 供給電圧が低すぎます。 

•	 デバイスターミナルの電圧が12 
V未満です。

•	 電流測定ループのインピーダン
スが高すぎます (参照チャプタ
ー6.1.6)。

→→ デバイスターミナルの電圧が12 V と 36 Vのあいだになる
ように供給電圧を調整してください。

PU H LIM パルス値はデバイスのK因子に合
わせます > 1000000。

パルスに入力した量が大きすぎ
ます。 

→→ より小さい量/パルスを入力してください。参照チャプター
9.6.5。

→→ K因子の値を確認してください。参照チャプター9.6.3。

PU L LIM パルス値はデバイスのK因子に合
わせます < 1。

パルスに入力した量が小さすぎ
ます。 

→→ より大きい量/パルスを入力してください。参照チャプター
9.6.5。 

→→ K因子の値を確認してください。参照チャプター 9.6.3.

英語
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スペアパーツと付属品

タイプ 8025 – 8035 – SE35

11	 スペアパーツと付属品
用心 

不適切な部品の試用に起因する怪我や損傷のリスク。 
▶▶不適切な付属品や適合性のない交換パーツは、怪我や、デバイスと周囲への損傷を引き起こす場合があります。 

▶▶ Bürkertが提供しているオリジナルの付属品と、オリジナルの交換パーツだけを使用してください。 

デバイスの不完全な電子基板とハウジングは交換できます。 

▶▶現地のBürkert オフィスにご連絡ください。 

11.1	 8025コンパクトバージョンのスペアパーツ 
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図 73:	 	8025コンパクトバージョンの分解立体図 
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スペアパーツと付属品

タイプ 8025 – 8035 – SE35

位置 図 73 名称 注文コード

1 115/230 V Ac供給電圧基盤 + 交換指示 553 168
2 ケーブルグランド付きメスコネクタ (タイプ2508) 438 811
3 NPT 1/2" リダクション付きメスコネクタタイプ2509 162 673
4+6+7+9 セット同梱： 

•	 M20*1.5 ケーブルグランド 2個 

•	 ケーブルグランドまたはプラグ用ネオプレンフラットシール 2個 

•	 M20*1.5 ねじプラグ 2個 

•	 2*6 mm マルチウェイシール 2個 

449 755

5+6+7 セット同梱：

•	 M20*1.5/NPT1/2"リダクション (壁取り付けシール付き) 2個 

•	 ケーブルグランドまたはプラグ用ネオプレンフラットシール 2個 

•	 M20*1.5 ねじプラグ 2個 

551 782

8+9+14 セット同梱： 

•	 M20*1.5 ケーブルグランドストッパーガスケット 1個 

•	 2*6 mm ケーブルグランド用マルチウェイシール 1個 

•	 流量センサー用黒EPDM シール 1個 

•	 取り付け指示シート 1枚 

551 775

10 + 2 メスコネクタタイプ2508、スナップリング、ナット付きハウジング 425 524
11 M20*1.5 ケーブルグランド2個、スナップリング、ナット用ハウジング 425 526
12 スナップリング 619 205
13 ナット 619 204
14 	セット同梱： 

•	 FKM 緑シール 1個 

•	 EPDM 黒シール 1個 

552 111

15 DN15 から DN100 (1/4" – 4") までのパイプ用流量センサー (コイル) + 交換に関す
る指示 633 366

DN15 から DN100 (1/4" – 4") までのパイプ用流量センサー (ホール) + 交換に関す
る指示 418 316

16 DN ≥ 100 (≥ 5") 用流量センサー (コイル) + 交換に関する指示 634 757
DN ≥ 100 (≥ 5") 用流量センサー (ホール) + 交換に関する指示 418 324
8個の流量フォイル付きセット 553 191

英語
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スペアパーツと付属品

タイプ 8025 – 8035 – SE35

11.2	 8035またはSE35のスペアパーツ 
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図 74:	 流量計8035、または流量発信機SE35のスペアパーツの分解立体図 

位置  
図 74 名称 注文コード 

1 115/230 V Ac供給電圧基盤 + 交換指示 553 168
2 ケーブルグランド付きメスコネクタ (タイプ2508) 438 811
3 NPT 1/2" リダクション付きメスコネクタタイプ2509 162 673
4+6+7+9 セット同梱： 

•	 M20*1.5 ケーブルグランド 2個 

•	 ケーブルグランドまたはプラグ用ネオプレンフラットシール 2個 

•	 M20*1.5 ねじプラグ 2個 

•	 2*6 mm マルチウェイシール 2個 

449 755

5+6+7 セット同梱： 

•	 M20*1.5/NPT1/2"リダクション (壁取り付けシール付き) 2個 

•	 ケーブルグランドまたはプラグ用ネオプレンフラットシール 2個 

•	 M20*1.5 ねじプラグ 2個 

551 782

8+9 セット同梱： 

•	 M20*1.5 ケーブルグランドストッパーガスケット 1個 

•	 2*6 mm ケーブルグランド用マルチウェイシール 1個 

•	 黒EPDMシール 1個 

•	 取り付け指示シート 1枚 

551 775

10+2 メスコネクタタイプ2508付きハウジング、コイル機能 425 246
11 M20*1.5 ケーブルグランド2個用ハウジング、コイル機能 425 247
11 M20*1.5 ケーブルグランド2個用ハウジング、ホール機能 425 248

8個の流量フォイル付きセット 553 191

英語
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スペアパーツと付属品

タイプ 8025 – 8035 – SE35

11.3	 8025パネルバージョンのスペアパーツ 
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図 75:	 流量発信機8025パネルバージョンのスペアパーツの分解立体図 

位置 図 75 名称 注文コード 

1 組み立てセット (ねじ、座金、ナット、ケーブルクリップ) 554 807
2 シール 419 350

8個の流量フォイル付きセット 553 191

11.4	 8025壁取り付けバージョンのスペアパーツ 

名称 注文コード 
115/230 V Ac供給電圧基盤 + 交換指示 555 722 

12	 梱包、輸送 
注意
輸送に起因する損傷 
輸送が、適切に保護されていないデバイスに損傷を引き起こす場合があります。 

▶▶衝撃対策の万全な梱包をして、湿気と汚れを避けてデバイスを輸送してください。 

▶▶許容可能な保管温度を超過した温度にデバイスをさらさないでください。 

▶▶保護プラグを使用して電気インターフェイスを保護してください。 

英語
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保管 

タイプ 8025 – 8035 – SE35

13	 保管 
注意 
不適切な保管はデバイスに損傷を引き起こす場合があります。 
▶▶埃のない乾燥した場所にデバイスを保管してください。 
▶▶デバイスの保管温度：参照 表8。 
▶▶フィッティングまたはセンサーフィッティングの保管温度： 	
対応するフィッティングまたはセンサーフィッティングの操作説明書をご覧ください。 

表8:	 デバイスのバージョンごとの保管温度

デバイス 電源供給 UL 保管温度

流量計8025コンパクトバージョン 
12…36 V DC - -10…+60°C 
12…36 V DC 有 0…+40°C 
115/230 V AC - -10…+50°C 

流量発信機8025パネルバージョン 
12…36 V DC - -10…+60°C 
12…36 V DC 有 0…+40°C 

流量発信機8025壁取り付けバージョン  
12…36 V DC - -10…+60°C 
115/230 V AC - -10…+60°C 

流量計8035/流量発信機SE35 
12…36 V DC - -10…+60°C 
12…36 V DC 有 0…+40°C 
115/230 V AC - -10…+50°C 

14	 デバイスの処分 
→→ 環境にやさしい方法で、デバイスとパッケージを処分してください。 

注意
液体で汚染された部品に起因する環境の被害。 
▶▶廃棄物処理地域に関係する国または自治体の法律を遵守してください。 

英語
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